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東
洋
史
論
集
四

唐

船

風

説

書

に

見

る

鄭

経

の

「
西
征
」

事日

陽

は

じ

め

に

康
照
二
一
（
一
六
七
一
二
）
年
一
一
月
、
康
照
帝
が
三
藩
の
撤
廃
を
命
じ
る
と
、
平
西
王
呉
三
桂
は
清
朝
の
官
吏
を
殺
害
し
、
叛
旗
を
翻
し

た
。
翌
康
照
二
二
（
一
六
七
四
）
年
二
月
に
は
、
広
西
将
軍
孫
延
齢
が
呉
三
桂
に
降
伏
し
、
三
月
に
は
福
建
の
靖
南
王
歌
精
忠
も
そ
れ
に
呼

応
し
て
叛
乱
を
起
こ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
四
月
に
な
る
と
、
鄭
成
功
の
長
子
鄭
経
（
一
六
四
二

1
一
六
八
一
）
も
、
台
湾
か
ら
大
陸
に
進
軍

し
て
叛
乱
に
加
わ
り
、
一
二
月
に
は
、
西
北
方
面
で
も
険
西
提
督
王
輔
臣
が
挙
兵
し
た
。
さ
ら
に
康
阻
…
一
五
（
一
六
七
六
）
年
に
は
、
広
東

に
お
い
て
平
南
王
尚
可
喜
の
子
で
あ
る
尚
之
信
も
呉
三
桂
に
投
降
し
た
。
こ
う
し
て
前
後
九
年
に
わ
た
る
「
三
藩
の
乱
」
は
最
高
潮
に
達
し
、

清
朝
の
中
国
支
配
は
、
明
清
交
替
か
ら
約
三
一

0
年
間
を
経
て
、
最
大
の
難
局
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
（
文
末
表
参
照
）
。

三
藩
の
乱
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
、
お
も
に
清
朝
が
、
呉
士
一
桂
を
は
じ
め
と
す
る
三
藩
を
平
定
す
る
過
程
が
検
討
の
主
役
と
な
り
、

彼
ら
に
呼
応
し
て
挙
兵
し
た
鄭
氏
勢
力
の
活
動
は
副
次
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た

2
0
一
方
、
鄭
氏
台
湾
に
関
す
る
研
究
で
は
、
三
藩

の
乱
を
契
機
と
す
る
鄭
経
の
軍
事
活
動
に
つ
い
て
、
早
く
か
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
古
く
は
江
戸
時
代
の
川
口
長
諸
に
よ
る
著
作
が

あ
り
2
、
明
治
時
代
に
は
宮
崎
来
城
（
3

）
、
大
正
時
代
に
は
稲
垣
孫
兵
衛
に
よ
り
概
説
が
な
さ
れ
て
い
る
（
4

）0

さ
ら
に
戦
後
に
は
、
石
原
道
博

や
林
田
芳
雄
が
鄭
経
に
よ
る
「
日
本
乞
資
」
や
、
清
朝
と
の
攻
防
を
論
じ
て
お
り
（
5

）
、
台
湾
の
楊
雲
葎
・
張
爽
・
黄
玉
驚
・
葉
高
樹
（
6

）
、
大
陸
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の
李
鴻
彬
・
張
仁
忠
（
7

）
な
ど
も
、
鄭
経
の
大
陸
反
攻
を
め
ぐ
る
複
雑
な
状
況
を
分
析
し
、
鄭
経
の
挙
兵
か
ら
敗
退
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
叙
述

し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
基
本
的
に
鄭
氏
側
・
清
朝
側
の
漢
文
文
献
を
史
料
と
し
て
お
り
、
三
藩
の
乱
や
鄭
氏
勢
力
に
つ

い
て
記
述
し
た
、
同
時
代
の
海
外
文
献
は
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

三
一
藩
の
乱
の
時
期
に
も
、
台
湾
の
鄭
経
を
は
じ
め
、
広
東
の
平
南
王
や
福
建
の
靖
南
王
は
、
積
極
的
に
日
本
や
琉
球
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ

リ
ス
な
ど
と
通
商
を
行
っ
て
お
り

E
、
清
朝
の
側
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
に
助
勢
を
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た

5
0
さ
ら
に
朝
鮮
も
、
燕
行
使
を
通

じ
て
中
国
情
報
の
収
集
に
つ
と
め
て
い
た
お
）
。
こ
う
し
た
経
路
を
通
じ
て
、
漢
文
史
料
の
ほ
か
に
も
、
朝
鮮
・
日
本
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ

ス
な
ど
の
海
外
諸
言
語
の
史
料
に
、
三
藩
の
乱
に
関
す
る
記
述
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
日
本
で
は
、
長
崎
に
来

航
す
る
華
人
海
商
の
供
述
を
、
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
ず
に
記
録
し
た
「
唐
人
風
説
書
」
が
体
系
的
に
作
成
さ
れ
、
幕
府
の
儒
官
で
あ
っ
た
林

春
勝
・
林
信
篤
に
よ
り
、
『
華
夷
変
態
』
と
し
て
集
成
さ
れ
て
い
る
（
日
）
O

た
だ
し
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
三
藩
の
乱
を
め
ぐ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
呉
士
一
桂
の
動
向
よ
り
も
、
日
本
と
の
関
係
が
深
い
鄭
経
に
関
す
る

消
息
の
ほ
う
が
は
る
か
に
詳
し
い
。
林
春
勝
も
、
「
爾
来
、
（
華
人
）
商
船
が
長
崎
に
至
っ
て
、
錦
舎
（
鄭
経
の
幼
字
）
の
こ
と
を
伝
え
る

も
の
が
多
か
っ
た
が
、
呉
三
桂
に
つ
い
て
は
偶
に
聞
き
及
ぶ
に
す
ぎ
ず
、
大
ま
か
で
具
体
性
を
欠
い
て
い
た
。
錦
舎
は
長
崎
か
ら
あ
ま
り
遠

く
な
い
と
こ
ろ
に
お
り
、
（
華
人
）
商
人
が
見
聞
す
る
機
会
も
あ
る
が
、
呉
三
桂
は
海
陸
を
遥
か
に
隔
て
た
西
南
に
お
り
、
そ
の
関
係
者
が

来
る
こ
と
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
2
0

本
稿
で
は
、
『
華
夷
変
態
』
所
収
の
唐
船
風
説
書
の
分
析
に
よ
り
、
三
藩
の
乱
に
お
け
る
鄭
経
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て
、
華
人
海
商
が
長

崎
に
伝
え
た
情
報
を
通
じ
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。
鄭
経
の
大
陸
反
攻
に
つ
い
て
は
、
国
家
統
一
の
阻
害
要
因
と
見
る
立
場
も
あ
れ
ば
、
南

明
の
正
朔
を
奉
じ
明
朝
復
興
を
目
指
す
義
挙
と
み
る
観
点
も
あ
る
。
前
者
は
鄭
経
を
「
海
逆
」
と
断
ず
る
清
朝
側
の
観
点
と
一
致
す
る
面
が

あ
り
、
後
者
は
伝
統
的
な
華
夷
観
念
に
通
じ
る
面
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
東
南
沿
岸
部
・
台
湾
、
さ
ら
に
は
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
長
崎
に
来
航
し
た
同
時
代
の
華
人
海
商
は
、
時
に
は
鄭
氏
・
靖
南
王
・
平
南
王
な
ど
の
割
拠
勢
力
の
立
場
を
反
映
し
な
が
ら
も
、
街

談
巷
説
を
含
む
、
現
地
の
商
人
や
民
衆
の
時
局
観
を
日
本
側
に
報
告
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
も
、
『
華
夷
変
態
』
所
収
の
呉
三
桂
や
鄭

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭
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東
洋
史
論
集
四

経
が
発
し
た
漢
文
の
撤
文
が
、
清
朝
史
料
で
は
抹
殺
さ
れ
て
い
た
叛
乱
側
の
主
張
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
多
く
の
注
目
を
集
め
て
い
た
（
G
o

し
か
し
、
唐
船
風
説
書
に
示
さ
れ
た
同
時
代
の
華
人
海
商
に
よ
る
情
勢
認
識
や
主
観
的
判
断
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
候
文
に
よ
る
日

本
語
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
従
来
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
唐
船
風
説
書

に
見
え
る
海
商
の
証
言
を
、
関
連
す
る
漢
籍
文
献
と
照
合
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鄭
氏
勢
力
の
軍
事
行
動
に
対
す
る
、
各
地
の
華
人

海
商
の
認
識
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

江

戸

幕

府

と

三

藩

の

乱

の

情

報

延
宝
二
（
康
照
二
二
・
一
六
七
四
）
年
六
月
三
日
、
江
戸
幕
府
の
老
中
久
世
大
和
守
（
広
之
）
は
、
長
崎
奉
行
牛
込
忠
左
衛
門
（
重
恭
）

に
よ
り
呈
上
さ
れ
た
、
呉
三
桂
と
鄭
経
が
飛
ば
し
た
撒
文
を
入
手
し
、
翌
日
に
幕
府
儒
官
の
林
春
勝
に
渡
し
た
。
呉
三
桂
の
撤
文
で
は
、
三

0
年
間
か
く
ま
っ
て
い
た
明
朝
の
「
一
二
太
子
」
を
即
位
さ
せ
、
無
道
な
夷
虜
で
あ
る
清
朝
に
叛
旗
を
翻
す
こ
と
を
宣
言
し
、
鄭
経
の
撤
文
で

は
、
呉
三
桂
に
呼
応
し
て
大
陸
に
反
攻
す
る
こ
と
を
告
げ
て
い
た
（
担
。

こ
れ
ら
の
撤
文
に
く
わ
え
、
「
武
番
福
州
出
し
船
の
唐
人
共
申
口
自
長
崎
来
」
と
題
さ
れ
た
唐
船
風
説
書
一
通
も
、
同
時
に
長
崎
か
ら

幕
府
に
送
呈
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
風
説
書
は
、
主
に
書
簡
や
記
事
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
の
記
事
か
ら
も
、

特
に
重
要
な
事
項
が
あ
る
場
合
だ
け
、
唐
船
風
説
書
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

5
0
し
か
し
延
宝
二
年
か
ら
は
、
三
藩
の
乱
の
情

報
収
集
を
契
機
と
し
て
、
『
華
夷
変
態
』
第
二
巻
以
下
に
収
録
さ
れ
る
よ
う
な
、
「
何
番
船
唐
人
共
申
口
」
と
題
さ
れ
た
定
型
化
し
た
風
説

書
が
、
長
崎
に
入
港
し
た
す
べ
て
の
唐
船
か
ら
、
連
続
的
に
聴
取
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
藩
の
乱
の
勃
発
を
受
け
、
江
戸
幕
府
は
長
崎

で
の
風
説
書
作
成
を
制
度
化
し
、
情
報
収
集
を
強
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
林
春
勝
は
、
延
宝
二
年
六
月
四
日
に
呉
三
桂
ら
の
撤
文

な
ど
を
入
手
し
た
の
を
機
に
、
六
月
八
日
か
ら
自
家
に
保
存
し
て
い
た
中
国
関
係
の
記
録
を
時
系
列
的
に
整
理
し
、
『
華
夷
変
態
』
の
編
纂
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に
着
手
し
て
い
る
（
5
0

同
年
の
九
月
一
七
日
、
幕
府
老
中
稲
葉
美
濃
守
（
正
則
）
は
、
福
州
の
靖
南
王
が
琉
球
国
王
に
宛
て
た
令
諭
や
、
福
州
か
ら
帰
国
し
た
琉

球
人
の
供
述
と
と
も
に
、
新
た
に
呉
三
桂
の
撤
文
二
通
を
林
春
勝
に
送
付
し
て
、
漢
文
の
和
解
を
依
頼
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
琉
球
ル

i
ト

に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
二
通
の
撒
文
と
、
前
述
の
長
崎
ル

l
ト
に
よ
る
撤
文
と
対
照
し
て
、
林
春
勝
は
、
「
文
字
少
々
か
は
り
候
へ
ど
も
、

心
は
同
事
に
て
候
、
文
言
も
先
度
参
候
よ
り
は
を
と
り
候
様
に
被
存
候
」
と
述
べ
て
い
る

5
0
確
か
に
三
通
の
撤
文
の
内
容
は
大
同
小
異
で

あ
る
。
た
だ
し
琉
球
か
ら
伝
え
ら
れ
た
二
通
の
撤
文
の
う
ち
、
「
総
督
天
下
水
陸
大
師
興
明
討
虜
大
将
軍
呉
、
為
暁
諭
事
」
と
題
さ
れ
た
一

通
に
は
、
他
の
撤
文
に
は
な
い
、
鄭
氏
が
「
日
本
・
琉
球
・
安
南
・
交
陛
・
女
直
・
朝
鮮
諸
国
の
伏
兵
数
百
万
を
率
い
、
将
軍
数
千
員
を
選

び
、
久
し
く
時
機
を
窺
い
、
共
に
大
挙
に
加
わ
っ
た
」
と
い
う
一
句
も
み
ら
れ
る
き
o

呉
三
桂
側
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
が
鄭
経
の
統
率
の
下
、

三
藩
側
に
加
わ
っ
た
と
い
う
、
誇
大
な
暗
一
伝
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
撤
文
に
対
し
、
幕
府
の
態
度
は
冷
淡
で
あ

っ
た
。
約
三

O
年
前
に
南
明
や
鄭
氏
が
試
み
た
日
本
乞
師
に
対
し
て
は
、
幕
府
内
部
で
は
一
時
的
に
出
兵
の
準
備
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
（
担
。
し
か
し
今
回
は
、
叛
乱
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
議
論
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
幕
府
は
も
っ
ぱ
ら
情
報
収
集
体
制
の
強
化
に
つ
と

め
て
、
局
外
中
立
の
姿
勢
を
貫
き
、
中
国
の
戦
乱
と
は
完
全
に
一
線
を
画
し
た
の
で
あ
る
。
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鄭

経

の

大

陸

反

攻

と

欧

精

忠

と

の

内

証

寛
文
一
二
（
康
照
三
・
一
六
六
三
）
年
ご
ろ
か
ら
、
鄭
経
は
一
族
の
鄭
泰
が
長
崎
の
唐
通
事
に
預
け
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
銀
の
返
還
を
求

め
て
、
数
次
に
亘
っ
て
自
ら
長
崎
奉
行
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
（
却
）
O

し
か
し
、
鄭
経
の
大
陸
進
軍
に
つ
い
て
の
情
報
を
は
じ
め
て
日
本
に
伝

え
た
の
は
、
彼
自
身
の
書
簡
で
は
な
く
、
華
人
海
商
が
も
た
ら
し
た
風
説
書
で
あ
っ
た
。
鄭
軍
の
大
陸
進
攻
と
、
そ
の
後
の
靖
南
王
欧
精
忠

と
の
内
証
に
つ
い
て
は
、
清
朝
の
官
制
史
書
や
棺
案
史
料
に
は
関
連
す
る
記
述
が
乏
し
く
、
先
行
研
究
で
は
主
に
そ
の
経
緯
を
叙
述
し
た
野

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
伍
」
（
郭



東
洋
史
論
集
四

史
類
に
依
拠
し
て
い
る
。
一
方
、
華
人
海
商
が
も
た
ら
し
た
風
説
書
に
は
、
こ
れ
ら
の
野
史
類
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
情
報
も
、
真
偽
は

別
と
し
て
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
ま
ず
鄭
氏
勢
力
の
大
陸
進
攻
と
歌
精
忠
と
の
内
証
の
経
過
を
、
先
行
研
究
を
参
照
し

て
概
観
し
、
そ
の
う
え
で
唐
船
風
説
書
に
残
さ
れ
た
関
連
記
事
を
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
野
史
類
を
主
と
す
る
漢
文
史
料
に
記
さ
れ
た
、
鄭
経
の
大
陸
反
攻
の
経
過
は
次
の
通
り
で
あ
る

g
。
康
照
二
二
（
一
六
七
四
）
年
三

月
、
福
州
に
拠
る
靖
南
王
歌
精
忠
は
、
清
朝
に
対
し
て
反
旗
を
翻
す
に
あ
た
り
、
福
建
各
地
の
地
方
勢
力
の
反
抗
に
備
え
、
ま
ず
台
湾
に
使

者
を
送
り
、
協
力
を
要
請
し
た
。
取
精
忠
は
そ
の
際
の
条
件
と
し
て
、
①
福
建
水
軍
の
指
揮
権
を
鄭
氏
に
譲
渡
す
る
、
②
鄭
軍
に
津
州
・
泉

州
で
の
駐
屯
を
許
可
す
る
、
③
共
同
で
南
京
方
面
へ
進
軍
す
る
、
と
い
う
三
点
を
提
示
し
て
い
る
。
呉
三
桂
か
ら
も
、
鄭
経
に
出
兵
を
促
す

要
請
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
鄭
経
は
軍
隊
を
率
い
て
慶
門
に
渡
航
し
た
。
と
こ
ろ
が
す
で
に
福
建
全
土
を
勢
力
下
に
収
め
て
い
た
欧
精

忠
は
、
鄭
氏
の
軍
勢
を
軽
視
し
、
そ
の
上
陸
を
阻
止
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
泉
州
・
湾
州
の
主
将
は
、
欧
精
忠
に
よ
る
徴
発
を
忌

避
し
て
鄭
経
側
に
寝
返
り
、
さ
ら
に
軟
氏
に
帰
順
し
て
い
た
広
東
潮
州
の
主
将
ま
で
も
、
鄭
経
に
従
属
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
対
立
の

結
果
、
両
軍
は
つ
い
に
興
化
に
お
い
て
衝
突
し
、
歌
精
忠
は
鄭
経
の
攻
勢
を
支
え
ら
れ
ず
、
関
係
回
復
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

呉
三
桂
の
斡
旋
に
よ
り
、
両
軍
は
康
照
一
四
（
一
六
七
五
）
年
正
月
に
、
泉
州
府
と
興
化
府
の
境
界
で
あ
る
楓
亭
を
境
に
、
福
建
を
分
轄
統

治
す
る
こ
と
を
約
定
し
て
講
和
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
（
文
末
地
図
参
照
）
。

以
上
が
漢
文
史
料
に
記
さ
れ
た
鄭
経
と
歌
精
忠
の
内
証
の
経
緯
で
あ
る
が
、
華
人
海
商
は
唐
船
風
説
書
に
お
い
て
、
こ
の
戦
役
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
証
言
を
残
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
歌
精
忠
の
出
兵
要
請
と
、
そ
れ
に
対
す
る
鄭
経
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
延
宝
二
（
康

照
二
二
・
二
ハ
七
四
）
年
五
月
に
長
崎
に
入
港
し
た
「
二
番
福
州
船
」
の
風
説
書
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
下
線
は
筆
者
に
よ
る
、

以
下
同
じ
）
。

錦
舎
儀
、
元
よ
り
比
節
を
相
待
罷
り
有
候
得
者
、
大
に
悦
則
人
数
数
十
万
程
、
船
大
小
九
百
隻
余
、
是
も
段
々
に
南
京
へ
発
向
仕
候
、

但
福
州
に
在
之
候
兵
船
之
分
、
皆
々
靖
南
王
よ
り
錦
舎
へ
遣
し
申
候
由
承
候
、
錦
舎
は
六
月
初
に
東
寧
を
出
靖
南
王
と
南
京
に
て
勢
を

合
申
筈
に
御
座
候
（
m）
O
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鄭
経
は
十
数
万
人
の
大
軍
を
率
い
て
出
陣
し
、
漢
文
文
献
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
①
欧
精
忠
か
ら
兵
船
を
提
供
さ

れ
、
③
六
月
に
は
南
京
（
こ
こ
で
は
ひ
ろ
く
江
漸
方
面
を
指
す
）
へ
と
進
撃
し
、
南
京
で
欧
精
忠
の
軍
隊
と
合
流
す
る
計
画
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
情
報
を
も
た
ら
し
た
華
人
商
船
は
、
四
月
二
六
日
に
福
州
を
出
航
し
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
福
州
方
面
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
が

流
布
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
は
福
州
を
本
拠
と
す
る
欧
精
忠
が
、
こ
と
さ
ら
に
鄭
経
の
軍
勢
を
誇
張
し
、
鄭
経
と
の
協
力
関

係
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
配
地
域
に
お
け
る
勢
威
を
固
め
よ
う
と
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
約
一
ヶ
月
後
、
六
月
一
四
日
に
聴
取
さ
れ
た
「
八
・
九
番
東
寧
船
」
の
風
説
書
で
は
、
鄭
経
と
歌
精
忠
が
早
く
も
対
立
し
始
め
た

こ
と
を
－
記
し
て
い
る
。

靖
南
王
少
欲
心
を
挟
：
：
：
其
之
右
所
々
之
兵
船
を
不
残
錦
舎
に
遣
候
者
、
万
一
錦
舎
異
心
之
節
、
海
辺
を
可
防
様
無
之
時
は
、
可
及
後

悔
と
て
、
船
を
遣
候
事
を
猶
予
仕
侯
処
に
、
錦
舎
不
審
存
、
欄
敷
使
を
靖
南
王
へ
差
越
、
右
之
船
を
約
諾
の
ご
と
く
被
遣
候
へ
と
申
越

候
得
ば
、
元
よ
り
評
定
仕
置
候
事
に
御
座
候
故
、
無
是
非
右
所
々
之
船
共
相
渡
し
申
律
一
向
に
罷
成
候
付
、
錦
舎
儀
東
寧
兵
船
大
小
三
百
般

余
、
士
卒
三
四
万
程
を
率
し
、
さ
る
三
月
一
四
日
、
東
寧
を
出
船
仕
、
先
樟
州
へ
発
向
仕
候
、
湾
州
に
て
兵
船
を
相
揃
、
段
々
斯
江
表

へ
攻
寄
、
陸
手
之
靖
南
王
勢
と
相
攻
に
仕
筈
に
御
座
候
（
お
）
O

東
寧
（
台
湾
）
船
の
海
商
に
よ
れ
ば
、
靖
南
王
は
福
建
全
省
を
掌
握
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
み
、
そ
れ
に
対
し
鄭
経
が
沿
海
部
に
侵
攻
す
る
こ

と
を
危
倶
し
て
、
①
兵
船
の
提
供
を
拒
ん
だ
た
め
、
鄭
経
は
執
槻
に
約
束
の
遂
行
を
求
め
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
し
こ
の
海
商
は
、
最
終
的

に
兵
船
の
提
供
が
履
行
さ
れ
、
③
江
斯
方
面
へ
の
進
軍
も
実
施
さ
れ
る
見
込
み
だ
と
予
想
し
て
い
る
。
一
方
、
②
泉
州
・
湾
州
を
鄭
経
に
引

き
渡
す
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
漢
文
史
料
に
一
記
さ
れ
て
い
な
い
、
次
の
よ
う
な
交
渉
経
過
を
伝
え
て
い
る
。

今
度
錦
舎
靖
南
主
と
致
合
心
候
付
、
福
建
八
府
之
内
泉
州
湾
州
之
二
府
、
錦
舎
江
遣
し
可
申
之
由
御
座
候
へ
共
、
錦
舎
合
点
仕
不
申
、

四
府
之
官
領
相
望
申
候
所
、
靖
南
王
よ
り
興
化
と
申
一
府
を
相
添
、
都
合
三
府
を
可
令
官
領
之
由
御
座
侯
へ
共
、
錦
舎
未
合
点
無
之
、

是
非
四
府
可
申
請
と
の
望
に
御
座
候
、
然
共
靖
南
王
評
議
相
済
不
申
候
、
極
意
は
三
府
に
て
相
済
可
申
哉
と
承
候
と
申
上
候
（
M

）O

鄭
経
は
欧
精
忠
に
対
し
、
泉
州
・
樟
州
の
二
府
だ
け
で
は
な
く
、
福
建
八
府
の
う
ち
四
府
を
割
譲
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭
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東
洋
史
論
集
四
二

靖
南
王
は
泉
州
・
湾
州
に
興
化
府
を
加
え
た
、
三
府
を
譲
渡
す
る
こ
と
で
妥
協
を
図
っ
て
い
る
。
双
方
は
ま
だ
合
意
に
達
し
て
い
な
い
が
、

恐
ら
く
三
府
の
譲
渡
で
決
着
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
台
湾
船
の
海
商
の
予
想
で
あ
る
。
靖
南
王
が
鄭
経
に
三
府
の
割
譲
を
認
め
た
と
い

う
こ
と
は
、
他
の
史
料
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
当
時
の
台
湾
で
は
こ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
観
測
も
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る。
一
方
、
七
月
一
五
日
に
聴
取
さ
れ
た
二
一
番
広
東
船
」
の
風
説
書
で
は
、
六
月
初
め
に
歌
精
忠
の
本
拠
で
あ
る
福
州
か
ら
、
こ
の
時
点

で
は
ま
だ
清
朝
側
に
属
し
て
い
た
平
南
王
尚
可
喜
が
支
配
す
る
広
東
へ
密
航
し
た
商
人
の
話
と
し
て
、
「
［
錦
舎
］
存
之
外
無
勢
之
上
、
兵

船
も
輝
之
儀
に
御
座
候
に
付
、
靖
南
王
案
に
致
相
違
、
錦
舎
を
欺
く
心
に
罷
成
、
諸
事
不
挨
拶
に
て
、
靖
南
王
其
身
一
手
に
て
南
京
漸
江
を

も
取
可
申
之
様
子
に
相
見
へ
、
兼
約
相
違
仕
候
に
付
、
錦
舎
殊
之
外
立
腹
い
た
し
、
泉
州
之
内
同
安
県
と
申
所
を
押
領
仕
候
」
と
記
さ
れ
て

い
る
（
［
］
内
は
筆
者
の
補
記
。
以
下
同
じ
）

8
。
こ
こ
で
は
漢
文
史
料
の
記
事
と
近
く
、
欧
精
忠
が
鄭
経
の
兵
力
不
足
を
軽
ん
じ
て
、

独
力
で
江
漸
方
面
に
進
軍
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
鄭
経
は
こ
れ
に
怒
っ
て
泉
州
同
安
県
に
侵
攻
し
た
と
い
う
消
息
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
台
湾
・
広
東
船
の
風
説
書
で
は
、
欧
精
忠
の
背
約
行
為
を
内
－
証
の
主
因
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
一

O
月
一
七
日
の
「
二

二
番
福
州
船
」
の
風
説
書
で
は
、
む
し
ろ
鄭
経
側
に
批
判
的
で
あ
る
。

其
上
兼
市
錦
舎
方
よ
り
泉
州
津
州
二
府
を
給
候
様
に
と
届
申
候
へ
ど
も
、
靖
南
王
申
候
は
、
天
下
の
大
事
を
存
立
、
い
ま
だ
本
意
さ
へ

不
遂
内
に
、
最
早
領
地
を
相
望
申
事
、
不
届
之
儀
に
有
之
候
に
、
殊
に
早
々
南
京
江
も
兵
を
被
寄
候
へ
と
申
而
も
、
其
甲
斐
な
く
、
剰

さ
へ
此
方
の
兵
船
共
を
も
申
請
度
と
の
事
共
、
再
三
理
不
尽
を
申
候
由
に
而
、
靖
南
王
立
腹
い
た
し
、
：
：
：
王
走
虎
（
お
）
と
申
者
を
大
将

と
し
て
、
勢
十
万
程
に
て
、
錦
舎
を
攻
申
筈
に
議
定
仕
り
、
此
間
よ
り
段
々
に
勢
を
興
化
府
迄
差
遣
、
陣
取
仕
候
由
承
申
候
（
幻
）
O

鄭
経
は
天
下
の
大
局
を
顧
み
ず
、
清
朝
へ
の
反
攻
も
遂
げ
な
い
う
ち
か
ら
領
地
を
望
み
、
江
漸
方
面
に
進
軍
し
よ
う
と
も
せ
ず
に
、
取
精
忠

に
兵
力
や
軍
船
を
要
求
し
た
た
め
、
つ
い
に
欧
精
忠
は
十
万
の
兵
を
出
し
て
鄭
経
に
攻
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
な
お
こ
れ
ら

の
福
州
船
の
海
商
は
、
歌
精
忠
の
水
軍
の
護
送
の
も
と
で
出
航
し
、
出
発
の
前
に
は
欧
精
忠
か
ら
の
指
令
を
受
け
た
と
も
供
述
し
て
い
る
の

で
、
欧
氏
勢
力
下
の
海
商
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
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し
か
し
一
方
で
、
福
州
船
の
海
商
は
、
鄭
経
が
福
建
上
陸
し
て
か
ら
の
動
向
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
証
言
も
残
し
て
い
る
。

錦
舎
儀
は
、
兼
而
慈
悲
深
く
、
其
上
前
に
東
寧
よ
り
致
反
逆
候
者
共
之
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
、
前
廉
の
遺
恨
を
捨
、
愛
寵
を
以
令
帰

参
候
、
是
等
之
徳
に
よ
り
、
慶
門
江
着
陣
之
後
、
手
に
付
申
候
軍
勢
六
万
余
：
：
：
慶
門
着
き
申
候
而
後
、
新
造
船
四
百
般
ほ
ど
作
り
・
：

・
：
泉
州
二
府
靖
南
王
江
叛
逆
い
た
し
、
錦
舎
を
泉
州
へ
請
じ
申
候
に
付
、
只
今
錦
舎
泉
州
江
在
城
仕
候
、
錦
舎
も
靖
南
王
よ
り
討
手
寄

せ
申
由
承
候
に
付
、
敵
対
仕
覚
悟
に
御
座
候
（
お
）
O

鄭
経
は
慈
悲
深
い
性
質
で
、
以
前
に
鄭
氏
勢
力
を
裏
切
っ
て
清
朝
に
降
っ
た
者
に
も
恩
赦
を
与
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
短
期
間
に
六
万
も
の
兵

力
を
確
保
で
き
た
。
さ
ら
に
彼
は
慶
門
で
兵
船
を
四
百
般
ほ
ど
新
造
し
、
泉
州
を
支
配
下
に
収
め
て
欧
精
忠
の
来
攻
に
備
え
て
い
る
と
い
う
。

漢
文
史
料
に
よ
れ
ば
、
康
配
…
一
三
（
一
六
七
四
）
年
三
月
に
挙
兵
し
た
歌
精
忠
は
、
「
数
日
を
待
た
ず
に
、
数
騎
の
使
者
を
し
て
撤
を
飛

ば
さ
せ
、
福
建
全
省
を
手
中
に
収
め
た
」
（
却
）
が
、
福
建
南
部
の
在
地
勢
力
が
欧
氏
に
面
従
腹
背
し
て
、
四
月
に
は
海
澄
県
・
同
安
県
、
六
月

に
は
泉
州
府
・
樟
州
府
の
守
将
が
鄭
経
に
寝
返
っ
て
い
る

8
0
温
州
の
海
澄
公
黄
梧
は
、
か
つ
て
鄭
成
功
に
背
い
て
清
朝
に
投
降
し
、
鄭
氏

祖
先
の
墳
墓
を
曝
い
た
人
物
で
あ
り
、
鄭
経
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
父
祖
の
仇
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
鄭
経
は
黄
梧
の
子
の
芳
度
の
降
伏
を

受
け
入
れ
、
彼
を
徳
化
公
に
封
じ
て
い
る
（
汎
）
0

福
州
船
の
海
商
は
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
聞
し
て
、
鄭
経
が
「
慈
悲
」
を
以
て
福

建
南
部
の
勢
力
を
吸
収
し
、
兵
力
の
急
増
を
達
成
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
彼
ら
は
、
鄭
・
秋
両
軍
は
対
峠
を
続
け
て
い
る

が
、
「
定
一
両
戦
は
仕
に
市
可
有
御
座
候
、
以
後
は
和
融
之
沙
汰
に
も
罷
成
可
申
と
諸
人
も
申
候
」
と
き
、
た
と
え
両
軍
が
衝
突
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
後
は
講
和
を
模
索
す
る
だ
ろ
う
と
も
予
測
し
て
い
る
。

翌
延
宝
三
（
康
照
十
四
・
一
六
七
五
）
年
三
一
月
晦
日
の
「
一
番
福
州
船
」
風
説
書
で
は
、
鄭
経
と
欧
精
忠
の
対
戦
と
そ
の
後
の
講
和
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

同
年
十
一
月
七
日
八
日
の
頃
互
に
合
戦
仕
候
処
に
、
両
陣
共
に
人
数
五
六
千
鈴
づ
っ
被
打
、
勝
負
も
然
と
知
れ
不
申
候
内
を
幸
と
し
て
、

共
に
和
議
仕
候
ば
、
い
ま
だ
清
朝
韓
担
を
も
不
打
平
以
前
に
、
御
方
互
に
変
乱
を
起
し
候
事
不
宜
候
と
て
あ
っ
か
ひ
に
罷
成
、
和
睦
の

上
互
に
陣
を
引
取
候
上
に
て
、
剰
へ
正
月
に
双
方
縁
を
結
び
祝
言
を
仕
候
て
、
只
今
は
別
て
合
心
仕
罷
在
候
事
に
御
座
候
、
就
夫
靖
南

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
伍
」
（
郭

唱
E
A
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h
d
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史
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王
指
図
と
し
て
、
錦
舎
よ
り
軍
数
高
、
広
東
の
内
恵
州
と
申
処
へ
令
部
以
向
攻
申
筈
に
て
御
座
候
、
当
夏
は
靖
南
王
錦
舎
両
手
に
て
南
京

を
攻
申
候
に
議
定
仕
候
（
お
）
O

一
一
月
に
鄭
・
欧
両
軍
は
つ
い
に
戦
端
を
開
き
、
共
に
五
・
六
千
人
の
死
傷
者
が
出
た
が
、
勝
負
が
決
し
な
い
う
ち
に
、
共
通
の
敵
で
あ
る

清
朝
が
掃
滅
さ
れ
て
い
な
い
の
に
内
－
証
を
続
け
る
愚
を
避
け
、
講
和
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
（
科
）
O

そ
の
結
果
、
鄭
経
は
欧
精
忠
の
指
揮
の
も

と
で
、
ま
ず
広
東
へ
の
征
討
に
転
じ
、
翌
夏
に
共
同
で
江
漸
方
面
へ
進
軍
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
漢
文
史
料
で
は
、
鄭
経
と
歌
精
忠
の
対
戦
に
つ
い
て
、
鄭
経
配
下
の
劉
国
軒
や
許
耀
が
欧
精
忠
陣
営
の
王
進
を
撃
退
し
て
、
興
化

ま
で
追
撃
し
た
と
記
し
て
お
り
さ
、
対
戦
が
相
打
ち
に
終
わ
り
、
靖
南
王
の
「
指
図
」
に
従
っ
て
鄭
氏
が
広
東
へ
進
軍
し
た
と
い
う
、
福
州

船
風
説
書
の
説
明
と
は
甑
離
が
あ
る
。
取
精
忠
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
福
州
で
は
、
欧
氏
に
不
利
な
戦
況
が
糊
塗
さ
れ
、
欧
精
忠
が
鄭
経
に
広

東
進
撃
を
命
じ
た
と
い
う
、
欧
氏
寄
り
の
情
報
が
流
布
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
鄭
経
と
欧
精
忠
と
の
内
証
に
つ
い
て
、
延
宝
二
年
の
①
「
二
番
福
州
船
」
、
②
「
八
・
九
番
東
寧
船
」
、
③
「
一
一
番
広
東
船
」
、

④
「
二
二
番
福
州
船
」
、
と
延
宝
三
年
の
⑤
「
一
番
福
州
船
」
の
風
説
書
を
紹
介
し
、
そ
の
言
説
を
漢
文
史
料
と
対
照
し
て
み
た
。
欧
精
忠

が
挙
兵
し
た
当
初
は
、
①
福
州
船
風
説
書
で
も
、
盟
軍
で
あ
る
鄭
経
の
兵
力
を
か
な
り
誇
大
に
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
双
方
の
間

で
約
束
の
履
行
や
勢
力
範
囲
の
設
定
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
生
じ
る
。
こ
の
時
点
で
、
②
台
湾
船
風
説
書
は
、
勢
力
圏
を
め
ぐ
る
鄭
・
欧
両
軍

の
駆
け
引
き
を
伝
え
る
な
か
で
、
欧
精
忠
の
兵
船
譲
渡
拒
否
を
背
約
行
為
と
み
な
し
、
ま
た
鄭
経
は
福
建
三
府
を
接
収
す
る
と
い
う
見
通
し

も
示
し
て
い
る
。
ま
た
③
広
東
船
風
説
書
で
は
、
鄭
・
歌
両
軍
の
内
一
証
は
、
軟
氏
側
が
鄭
氏
側
の
兵
力
不
足
を
軽
視
し
た
こ
と
に
起
因
し
た

と
み
な
し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
欧
精
忠
の
勢
力
下
で
出
航
し
た
④
福
州
船
の
風
説
書
で
は
、
鄭
経
が
歌
精
忠
に
対
し
て
無
理
に
領
地
を
求
め
、
兵
力
や

軍
船
の
提
供
を
要
求
し
た
こ
と
が
、
内
－
証
の
主
因
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
翌
年
の
⑤
福
州
船
風
説
書
で
は
、
漢
文
史
料
と
は
異
な
り
、
取

精
忠
側
に
不
利
な
戦
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
④
福
州
船
が
明
ら
か
に
歌
精
忠
の
統
制
下
に
あ
る
以
外
は
、
他
の
四
船
が
ど
の
程
度
鄭
経

や
取
精
忠
の
影
響
下
に
あ
っ
た
の
か
は
不
確
実
だ
が
、
全
体
と
し
て
、
出
港
地
を
支
配
す
る
勢
力
に
と
っ
て
、
よ
り
有
利
な
状
況
分
析
を
伝

ヮ“
戸
町

u
t
E
A
 



え
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

鄭

経

の

広

東

福

建

領

有

構

想

を

め

ぐ

て

つ

康
照
二
二
（
延
宝
二
）
年
四
月
二

O
日
、
潮
州
総
兵
の
劉
進
忠
が
清
朝
に
対
し
て
叛
旗
を
翻
し
、
同
じ
く
潮
州
に
駐
屯
し
て
い
た
「
続
順

公
」
沈
瑞
の
抵
抗
を
抑
え
、
隣
接
す
る
福
建
の
歌
精
忠
に
帰
伏
し
た

8
0
し
か
し
そ
の
後
、
劉
進
忠
は
平
南
王
側
の
尚
之
孝
に
攻
撃
さ
れ
、

鄭
経
と
の
内
証
に
よ
っ
て
不
利
な
局
面
に
あ
っ
た
歌
精
忠
か
ら
の
援
護
を
断
念
し
、
鄭
氏
勢
力
の
傘
下
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
を
。
十
一
月

に
、
鄭
経
の
援
兵
は
潮
州
に
進
軍
し
て
、
翌
十
二
月
に
は
潮
州
に
追
っ
た
清
軍
を
撃
退
し
（
犯
）
、
さ
ら
に
翌
（
一
六
七
五
）
年
正
月
に
は
、
潮

州
府
民
際
平
県
に
拠
っ
た
沈
瑞
を
ふ
た
た
び
降
伏
さ
せ
た
（
拘
）
O

潮
州
に
来
襲
し
た
清
軍
を
撃
退
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
鄭
経
は
潮
州
で
の
足
場

を
固
め
、
さ
ら
に
広
東
方
面
で
平
南
王
の
領
域
に
も
食
い
込
み
、
勢
力
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

延
宝
三
（
康
照
一
四
・
一
六
七
五
）
年
七
月
二

O
日
の
「
二
七
番
思
明
州
船
」
風
説
書
に
お
い
て
、
思
明
州
（
慶
門
）
船
の
海
商
は
、
平

南
王
尚
可
喜
が
歌
精
忠
を
通
じ
て
鄭
経
と
の
講
和
を
試
み
た
と
い
う
、
漢
文
文
献
に
は
見
え
な
い
情
報
を
伝
え
て
い
る
。

［
淑
順
公
（
続
順
公
沈
瑞
）
］
平
南
王
軍
之
儀
に
御
座
候
に
付
、
錦
舎
よ
り
即
刻
安
定
候
（
実
際
に
は
懐
安
候
）

8
の
官
位
授
け
、
其

佳
鏡
平
に
罷
在
候
、
右
之
段
々
に
市
、
広
東
も
行
々
は
大
に
害
可
有
之
と
存
候
か
、
平
南
王
よ
り
福
州
靖
南
玉
江
使
官
十
二
人
ま
で
指

越
、
錦
舎
と
互
に
和
融
之
内
意
申
来
、
則
靖
南
王
あ
つ
か
い
被
申
候
様
に
と
之
事
之
由
、
私
共
出
船
之
瑚
承
申
候
、
左
候
は
ば
平
南
王

も
程
な
く
明
朝
に
成
可
被
申
候
と
存
申
候
（
引
）
O

平
南
王
尚
可
喜
の
婿
（
実
際
に
は
外
孫
）
主
で
あ
る
沈
瑞
が
鄭
経
に
降
っ
た
た
め
、
平
南
王
は
鄭
経
に
恐
れ
を
な
し
、
広
東
へ
の
侵
攻
を
心

配
し
て
、
や
む
を
得
、
ず
、
す
で
に
鄭
経
と
講
和
し
て
い
た
歌
精
忠
に
調
停
を
依
頼
し
た
の
だ
と
い
う
。
尚
可
喜
か
ら
欧
精
忠
へ
の
調
停
依
頼

に
つ
い
て
は
、
漢
文
文
献
で
は
関
連
す
る
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
平
南
王
は
歌
精
忠
と
は
姻
戚
関
係
に
あ
り
（
旬
、
実
際
に

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭

円

J
F
H
U
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鄭
経
と
の
講
和
の
仲
介
を
依
頼
し
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。
慶
門
海
商
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
よ
り
、
平
南
王
も
遠
か
ら
ず
「
明
朝
」

（
こ
こ
で
は
呉
三
桂
・
歌
精
忠
・
鄭
経
な
ど
の
反
清
勢
力
を
指
す
）
に
降
伏
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
。

こ
の
慶
門
船
風
説
書
で
は
、
さ
ら
に
前
節
で
も
言
及
し
た
、
淳
州
に
お
け
る
黄
芳
度
の
反
乱
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

黄
芳
度
は
、
「
去
年
大
清
を
背
き
錦
舎
方
江
降
参
仕
候
所
に
、
間
も
な
く
錦
舎
方
を
背
き
、
人
数
一
万
余
に
而
寵
城
仕
り
」
と
、
清
朝
に
寝

返
っ
て
鄭
経
に
叛
い
た
が
、
鄭
経
は
「
所
詮
攻
候
と
て
、
又
々
軍
民
を
害
し
益
な
き
事
に
候
問
、
只
取
り
ま
き
候
而
」
と
、
軍
民
を
害
さ
な

い
よ
う
に
津
州
を
包
囲
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
「
合
戦
は
爾
今
無
御
座
候
、
依
夫
城
中
も
殊
之
外
指
詰
ま
り
申
様
に
罷
成
問
、

追
付
又
又
降
参
仕
候
而
、
可
有
御
座
候
と
、
諸
人
申
事
に
御
座
候
」
と
、
鄭
経
の
兵
糧
攻
め
に
よ
っ
て
津
州
城
内
は
窮
迫
し
て
お
り
、
清
朝

か
ら
の
援
軍
も
「
広
東
江
参
申
候
処
に
、
則
錦
舎
方
之
勢
と
相
戦
、
李
正
泰
五
万
余
之
勢
悉
く
打
負
け
、
漸
数
千
之
人
数
相
残
り
敗
北
仕
侯
」

と
、
鄭
軍
に
撃
退
さ
れ
、
ま
も
な
く
埠
州
は
落
城
す
る
見
込
み
だ
と
い
う
（
叫
）
O

こ
れ
に
対
し
漢
文
文
献
で
は
、
黄
芳
度
が
六
月
に
津
州
に
龍
城
し
て
か
ら
、
鄭
経
は
何
度
も
激
し
い
攻
撃
を
仕
掛
け
、
相
当
の
犠
牲
を
払

っ
て
も
容
易
に
攻
略
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
十
月
に
至
り
、
城
内
の
内
通
者
の
協
力
で
よ
う
や
く
落
城
さ
せ
た
と
い
う
（
旬
。
七
月
に
長
崎
に

来
航
し
た
慶
門
船
が
、
鄭
経
が
津
州
を
包
囲
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
落
城
も
間
近
で
あ
る
と
伝
え
た
の
は
、
実
際
よ
り
も
鄭
経
側
に
有
利

な
情
勢
分
析
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
歌
精
忠
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
福
州
か
ら
長
崎
に
来
航
し
た
海
商
も
、
一
一
月
二
五
日
の
「
二
八
番
福
州
船
」
風
説
書
に
お
い
て
、
「
［
涼

州
］
錦
舎
領
国
之
内
之
事
に
御
座
候
得
ば
、
急
に
も
攻
不
申
、
遠
々
取
か
こ
み
罷
在
迄
に
御
座
候
所
に
、
当
九
月
無
難
攻
落
し
」
と
、
鄭
経

は
津
州
を
包
囲
し
て
、
難
な
く
攻
略
し
た
と
伝
え
て
い
る
（
必
）
O

こ
の
よ
う
に
鄭
経
は
、
福
建
南
部
の
支
配
を
固
め
る
と
と
も
に
、
広
東
東
部

へ
の
攻
勢
も
強
め
て
い
っ
た
。
上
述
の
福
州
船
風
説
書
に
は
、
「
［
錦
舎
］
広
東
之
内
潮
州
府
恵
州
府
、
此
二
府
を
攻
取
、
広
東
平
南
王
之

嫡
子
公
之
位
に
而
御
座
候
を
、
対
陣
仕
罷
在
、
並
三
男
も
大
将
に
市
罷
在
候
を
、
二
人
共
に
打
取
申
候
段
、
：
：
：
弥
広
東
之
本
城
攻
取
申
覚

悟
之
由
承
申
候
」
と
も
あ
り
、
平
南
王
尚
可
喜
の
嫡
子
と
三
男
が
殺
さ
れ
、
恵
州
も
鄭
経
に
奪
わ
れ
た
と
い
う
風
間
ま
で
も
記
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
は
、
こ
の
時
点
で
恵
州
は
ま
だ
攻
落
さ
れ
て
い
な
く
、
平
南
王
の
子
が
戦
死
し
た
事
実
も
な
い
。
福
州
で
は
、
広
東
に
お
け
る
鄭
経
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の
戦
果
、
が
過
大
に
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
「
二
八
番
福
州
船
」
で
来
航
し
た
海
商
は
、
翌
延
宝
四
（
康
照
一
五
・
一
六
七
六
）
年
二
月
八
日
に
、
「
了
二
番
福
州
船
」
に
よ
り

長
崎
に
再
来
航
し
て
い
る
。
こ
の
際
の
風
説
書
で
は
、
広
東
の
形
勢
に
つ
い
て
、
前
年
の
風
説
書
に
お
け
る
報
告
を
次
の
よ
う
に
訂
正
し
て

いる（仔）
O

恵
州
府
も
取
申
候
と
去
年
は
申
候
得
共
、
実
は
未
取
申
候
、
只
今
は
錦
舎
も
右
広
西
女
王
之
軍
兵
又
は
呉
三
桂
に
ひ
る
が
へ
り
申
候
四

府
之
軍
兵
と
も
一
同
に
、
広
東
之
本
城
を
攻
申
筈
之
由
に
御
座
候
、
錦
舎
も
如
何
様
自
身
下
向
可
仕
と
の
沙
汰
は
御
座
候
。

前
年
に
報
告
し
た
、
鄭
経
が
恵
州
を
攻
略
し
た
と
い
う
情
報
は
事
実
で
な
く
、
現
在
は
鄭
経
の
軍
勢
に
く
わ
え
、
「
広
西
の
女
王
」
さ
や
呉

三
桂
に
投
降
し
た
広
東
西
部
の
四
府
の
軍
兵
が
、
東
西
か
ら
広
州
を
挟
撃
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
お
り
、
鄭
経
自
身
も
広
州
方
面
に
参
戦
す

る
と
い
う
消
息
が
流
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
福
州
船
の
海
商
は
、
「
［
平
南
王
］
先
力
之
及
候
迄
は
大
明
方
を
防
ぎ
、
行
々
は
と

か
く
可
難
守
候
問
、
其
節
ひ
る
が
え
り
可
申
様
子
に
市
御
座
候
と
、
諸
人
風
間
仕
候
」
と
、
広
東
の
平
南
王
尚
可
喜
も
、
ま
も
な
く
「
大
明
」

側
に
寝
返
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
。

漢
文
文
献
に
よ
れ
ば
、
こ
の
福
州
船
風
説
書
が
聴
取
さ
れ
た
二
月
に
は
、
劉
進
忠
が
恵
州
の
周
辺
を
次
々
と
攻
略
し
さ
、
さ
ら
に
呉
三
桂

の
軍
隊
も
広
西
か
ら
広
東
へ
と
迫
る
な
か
で
、
高
州
府
で
も
叛
乱
が
起
こ
り

8
、
加
え
て
尚
可
喜
が
病
床
に
伏
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
腹
背

に
敵
を
う
け
た
そ
の
子
の
尚
之
信
は
、
つ
い
に
二
一
日
に
呉
三
桂
に
投
降
し
て
い
る

g
。
六
月
四
日
の
「
六
番
潮
州
船
」
風
説
書
で
は
、
こ

の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
、
尚
之
信
は
鄭
経
の
進
攻
に
抗
し
き
れ
ず
、
恵
州
を
放
棄
し
て
広
州
へ
撤
退
し
た
が
、
西
方
か
ら
は
呉
三
桂
の
圧
力

も
強
ま
り
、
つ
い
に
「
平
南
王
も
と
か
く
敵
対
罷
成
間
敷
と
存
、
其
上
兼
々
大
明
に
翻
り
可
申
心
底
も
御
座
候
に
付
、
三
十
人
余
有
之
候
子

共
と
も
に
一
同
に
無
異
儀
、
当
四
月
廿
日
に
呉
三
桂
江
属
し
申
候
市
、
大
明
方
に
成
申
候
」
と
、
平
南
王
が
三
十
人
あ
ま
り
の
諸
子
と
と
も

に
呉
コ
一
桂
に
降
伏
し
た
と
伝
え
て
い
る
（
8
0

た
だ
し
漢
文
文
献
で
は
、
呉
三
桂
に
投
降
し
た
尚
之
信
が
み
ず
か
ら
恵
州
を
放
棄
し
た

g
、
あ

る
い
は
尚
可
喜
が
呉
三
桂
に
降
伏
し
た
後
、
呉
の
命
令
に
従
っ
て
恵
州
を
鄭
氏
に
譲
渡
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り

g
、
鄭
経
自
身
が
恵
州
を
攻

略
し
た
と
い
う
記
述
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭

円同

υ
戸同
U

1
2よ



東
洋
史
論
集
四
二

ま
た
こ
の
潮
州
船
風
説
書
で
は
、
尚
可
喜
が
呉
三
桂
に
投
降
し
た
後
の
鄭
経
の
動
向
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
風
間
も
伝
え
て
い
る

g
。

錦
舎
も
人
数
を
平
南
王
本
城
江
指
向
、
呉
三
桂
勢
と
相
争
ひ
本
城
を
奪
ひ
可
取
と
存
候
得
共
、
互
に
御
方
之
争
ひ
に
成
候
而
は
、
却
市

軍
之
不
吉
と
存
候
に
付
、
先
呉
三
桂
方
江
取
ら
せ
置
申
候
、
追
市
広
東
一
省
之
儀
は
錦
舎
方
江
所
望
可
仕
覚
悟
に
御
座
候
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尚
可
喜
が
呉
三
桂
に
帰
伏
す
る
と
、
鄭
経
は
呉
三
桂
と
の
内
紛
を
避
け
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
呉
三
桂
の
広
州
領
有
を
認

め
た
が
、
や
が
て
は
広
東
全
省
を
領
有
す
る
と
い
う
望
み
を
棄
て
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
呉
一
二
桂
も
兼
而
諸
事
共
に
錦
舎
と
は

内
外
一
致
之
事
に
御
座
候
得
ば
、
広
東
之
儀
は
本
城
と
も
に
錦
舎
江
相
渡
し
可
申
様
子
に
御
座
候
と
も
承
申
候
、
左
候
は
ば
、
と
か
く
行
々

は
広
東
一
省
錦
舎
領
分
に
罷
成
可
申
と
存
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
呉
三
桂
も
恐
ら
く
鄭
経
と
の
協
力
関
係
を
維
持
す
る
た
め
、
広
東
を
鄭

経
に
譲
渡
す
る
と
い
う
予
測
も
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
風
説
書
で
は
、
広
東
だ
け
で
は
な
く
、
福
建
に
お
け
る
鄭
経
の
勢
力
拡
大
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

汀
州
府
と
申
候
一
府
之
守
護
、
靖
南
王
に
違
き
錦
舎
手
に
付
申
候
、
然
ど
も
靖
南
王
よ
り
と
か
く
の
事
無
御
座
候
、
靖
南
王
も
殊
之
外

錦
舎
江
は
気
を
被
奪
候
様
子
に
市
御
座
候
、
総
市
福
建
一
省
之
儀
は
錦
舎
兼
々
相
望
申
に
よ
り
、
靖
南
玉
江
も
申
入
候
は
福
建
之
儀
は

此
方
江
御
付
け
所
希
に
候
、
漸
江
儀
は
其
方
に
御
攻
取
被
成
候
得
と
数
度
申
た
る
と
の
事
に
御
座
候
（
関
）
O

つ
ま
り
鄭
経
と
歌
精
忠
の
講
和
が
成
立
し
た
後
に
、
欧
精
忠
の
勢
力
範
囲
と
さ
れ
た
汀
州
府
が
鄭
経
の
も
と
に
降
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、

歌
精
忠
は
何
ら
手
を
打
つ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
鄭
経
は
欧
精
忠
に
対
し
、
自
ら
は
福
建
を
領
有
し
、
歌
精

忠
は
斯
江
を
攻
略
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鄭
経
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
潮
州
か
ら
来
航
し
た
海
商
は
、
広

東
の
平
南
王
も
福
建
の
歌
精
忠
勢
力
も
鄭
経
の
勢
力
に
押
さ
れ
、
鄭
氏
は
広
東
・
福
建
の
両
省
を
掌
握
す
る
こ
と
を
図
っ
て
い
る
、
と
い
う

情
報
を
伝
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
、
八
月
五
日
の
「
一
二
番
広
東
船
」
風
説
書
に
は
、
鄭
経
と
尚
之
信
に
よ
る
恵
州
の
攻
防
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

［
恵
州
の
尚
之
信
は
］
東
寧
の
錦
舎
よ
り
攻
囲
之
申
候
得
共
、
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一
城
堅
固
に
相
守
り
、
錦
舎
勢
攻
寄
せ
侯
得
共
、
城
中
よ
り
強
く
防
、
ぎ



申
に
付
、
却
而
攻
手
大
分
勢
を
被
討
、
城
中
少
も
さ
わ
ぎ
不
申
、
何
様
錦
舎
勢
と
は
勝
負
を
も
決
し
可
申
と
い
さ
み
居
申
所
に
、
父
平

南
王
、
右
之
通
大
明
方
に
成
り
候
而
、
早
速
恵
州
府
安
達
公
へ
告
げ
来
り
：
：
：
恵
州
儀
は
明
け
侯
而
錦
舎
方
へ
遣
し
、
其
方
早
々
帰
城

仕
候
様
に
と
の
事
に
而
御
座
候
に
付
、
安
達
公
父
之
下
知
に
し
た
が
い
、
城
を
あ
け
根
城
父
之
方
江
罷
帰
申
候
而
後
、
何
方
に
も
軍
戦

無
御
座
侯
（
訂
）
O

こ
の
広
東
船
は
、
「
今
度
船
共
船
之
儀
も
安
達
公
よ
り
許
大
官
江
申
付
仕
出
し
申
候
」
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
、
安
達
公
（
尚
之
信
）
の
指

令
を
受
け
て
出
航
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
風
説
書
で
は
、
尚
之
信
は
恵
州
を
堅
守
し
、
鄭
経
の
軍
勢
は
撃
退
さ
れ
多
く
の
損
害

も
出
し
た
が
、
最
後
に
は
尚
之
信
が
尚
可
喜
の
召
還
命
令
に
従
い
、
自
主
的
に
恵
州
城
を
鄭
経
に
明
け
渡
し
た
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鄭
経
の
広
東
方
面
へ
の
進
攻
に
つ
い
て
、
そ
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
慶
門
や
潮
州
か
ら
長
崎
に
来
航
し
た
海
商
は
、
全
体
と

し
て
鄭
経
が
津
州
の
黄
芳
度
や
恵
州
の
尚
之
信
な
ど
を
軍
事
的
に
圧
倒
し
、
広
東
・
福
建
二
省
へ
の
勢
力
拡
大
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
情
報

を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
歌
精
忠
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
福
州
か
ら
来
航
し
た
海
商
は
、
鄭
経
に
よ
る
広
東
進
攻
の
戦
果
を
、
か
な
り
誇
大
に
伝

え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
尚
之
信
配
下
の
広
東
か
ら
来
航
し
た
海
商
は
、
鄭
経
の
恵
州
攻
撃
は
失
敗
し
、
尚
之
信
が
父
の
命
令
に
よ
っ
て

自
主
的
に
開
城
し
た
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
『
華
夷
変
態
』
所
収
の
唐
船
風
説
書
の
情
報
に
は
、
特
に
コ
一
藩
の
乱
の
前
後
に
は
、
そ

の
船
が
い
か
な
る
政
治
勢
力
下
か
ら
出
航
し
た
か
に
よ
っ
て
、
地
域
的
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
留
音
叫
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
上
述
の
ヱ
ハ
番
潮
州
船
」
の
ほ
か
、
七
月
二
一
日
の
「
一

O
番
思
明
州
、
一
一
番
・
二
一
番
東
寧
三
般
船
」
の
風
説
書
に
も
、
や
は

り
汀
州
の
守
将
が
歌
精
忠
か
ら
離
反
し
て
、
鄭
経
に
投
降
し
た
と
い
う
情
報
を
伝
え
て
い
る

S
。
こ
れ
ら
の
慶
門
船
や
台
湾
船
の
海
商
は
、

歌
精
忠
は
汀
州
の
離
反
を
黙
認
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
鄭
経
と
歌
精
忠
と
の
同
盟
関
係
は
、
汀
州
問
題
を
機
に
ふ
た
た
び
破
綻

し
、
歌
精
忠
は
清
朝
と
鄭
経
に
南
北
か
ら
挟
撃
さ
れ
、
康
照
一
五
年
一

O
月
四
日
に
い
た
り
、
剃
髪
し
て
清
朝
に
降
伏
し
て
し
ま
っ
た
（
号
。

こ
う
し
て
鄭
経
は
、
つ
い
に
清
軍
と
直
接
的
に
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭

円

i
戸同

υ
1
E
i
 



東
洋
史
論
集
四
二

四

鄭

経

の

清

軍

と

の

交

戦

と

慶

門

，、
の

撤

退

延
宝
玉
（
康
照
二
ハ
・
一
六
七
七
）
年
正
月
二
二
日
の
ご
番
南
京
船
」
風
説
書
は
、
「
福
州
之
内
数
カ
所
錦
舎
方
を
慕
ひ
、
靖
南
王
に

背
き
、
錦
舎
手
に
罷
成
申
に
よ
り
、
ケ
様
之
意
趣
に
市
、
遺
恨
を
挟
み
、
去
年
十
月
に
、
靖
南
王
又
又
髪
を
剃
り
大
清
に
翻
り
申
候
」
と
、

取
精
忠
が
清
朝
に
投
降
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
錦
舎
只
今
は
人
数
興
化
府
に
指
向
け
、
興
化
府
よ
り
福
州
を
攻
申
筈
之
由
承

申
候
」
と
、
鄭
経
が
こ
れ
を
受
け
て
興
化
府
に
軍
勢
を
派
遣
し
、
福
州
攻
略
を
目
指
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
（
ぞ
漢
文
史
料
に
よ
れ
ば
、

歌
精
忠
の
配
下
に
あ
っ
た
郁
武
府
・
興
化
府
の
主
将
は
、
清
朝
に
投
降
す
る
こ
と
を
肯
ん
ぜ
ず
、
相
次
い
で
鄭
経
に
帰
服
し
、
鄭
経
は
許
耀

磨
下
の
軍
勢
を
興
化
に
進
め
、
清
軍
と
対
峠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う

g
。
一

O
月
一
五
日
、
両
軍
は
福
州
近
郊
の
烏
龍
江
に
お
い
て
対

戦
し
た
が
、
許
耀
は
、
倣
慢
で
配
下
の
諸
将
を
統
制
で
き
ず
（
臼
）
、
敗
退
を
喫
し
た
の
で
あ
る
8
0

と
こ
ろ
が
三
月
二
二
日
の
「
二
番
南
京
船
」
風
説
書
で
は
、
実
情
と
は
か
け
離
れ
た
、
鄭
軍
が
大
勝
利
を
収
め
た
と
す
る
情
報
を
伝
え
て

い
る
。
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最
初
は
錦
舎
勢
敗
北
の
駄
を
見
せ
、
勢
を
少
引
取
申
候
得
者
、
福
州
勢
勝
に
乗
り
長
追
仕
候
を
、
烏
龍
江
左
右
之
大
山
よ
り
伏
兵
を
出

し
、
福
州
勢
を
中
に
取
囲
打
申
候
に
付
、
倒
州
到
制
刈
吋
引
剖
刷
、
人
数
二
万
ほ
ど
死
失
仕
候
、
先
総
大
将
大
清
之
親
王
を
始
め
其
外

の
諸
将
都
合
四
十
人
程
、
錦
舎
方
江
同
日
に
打
取
大
利
を
得
申
候
事
、
比
類
無
御
座
候
由
承
申
候
（
悦
）
O

鄭
経
は
策
略
を
め
ぐ
ら
し
、
撤
退
を
装
っ
て
伏
兵
に
清
軍
を
奇
襲
さ
せ
、
清
朝
の
親
王
を
含
む
二
万
ほ
ど
の
清
軍
を
撒
滅
し
、
大
勝
を
収
め

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
清
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
南
京
（
江
漸
方
面
）
で
も
、
事
実
無
根
の
鄭
氏
に
有
利
な
風
聞
が
流
布
し
て
い
た
よ
う
だ
。

実
際
に
は
、
鄭
経
は
烏
龍
江
の
大
敗
か
ら
完
全
に
守
勢
に
回
り
、
二
一
月
六
日
に
は
郁
武
を

8
、一

O
日
に
汀
州
を
清
軍
に
奪
わ
れ
（
号
、

翌
康
照
二
ハ
（
一
六
七
七
）
年
正
月
二
九
日
に
は
興
化
府
も
失
っ
て
い
る
を
。
勢
い
づ
い
た
清
軍
は
さ
ら
に
南
進
し
て
、
二
月
九
日
に
は
泉

州
を
攻
略
し
た

8
0
こ
の
結
果
、
鄭
経
は
一
四
日
に
津
州
も
放
棄
し
て
（
旬
、
慶
門
へ
の
撤
退
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。



六
月
に
入
る
と
、
鄭
経
と
清
朝
の
攻
防
を
め
ぐ
る
よ
り
詳
し
い
情
報
が
、
よ
う
や
く
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た

5
0

州
船
」
風
説
書
で
は
、
鄭
軍
の
総
崩
れ
と
そ
の
敗
因
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

大
軍
の
事
に
御
座
候
得
ば
、
到
樹
倒
剖
利
刷
、
士
卒
之
心
変
乱
に
罷
成
候
故
、
当
正
月
廿
八
日
に
福
州
勢
と
致
対
陣
、
及
一
戦
に
申
候

内
、
封
制
剤
劉

ο同
制
倒
、
過
半
逃
げ
散
り
申
候
：
：
：
其
節
の
い
く
さ
錦
舎
方
敗
北
仕
：
・
右
之
ご
と
く
一
戦
敗
北
に
よ
り
、
湾
州
泉

州
汀
州
興
化
郁
武
、
比
五
府
共
に
大
将
之
分
は
反
逆
之
心
無
之
候
得
ど
も
、
軍
士
之
分
皆
々
致
変
乱
、
大
清
方
に
相
成
申
候
而
、
錦
舎

に
背
き
、
只
今
錦
舎
一
府
も
所
領
仕
不
申
、
津
州
之
内
度
門
と
申
所
へ
引
取
居
申
候
。

鄭
経
の
軍
勢
は
、
軍
糧
補
給
が
続
か
な
い
う
え
、
兵
士
の
反
抗
や
逃
亡
も
連
鎖
的
に
起
こ
り
、
結
局
は
清
軍
に
敗
退
し
、
福
建
玉
府
を
す
べ

て
失
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
思
明
州
（
慶
門
）
船
の
海
商
は
、
な
お
戦
局
は
流
動
的
で
あ
り
、
鄭
経
が
情
勢
を
挽
回

す
る
可
能
性
も
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

存
之
外
大
清
方
は
禰
兵
糧
乏
く
御
座
候
市
、
一
足
も
留
申
事
罷
成
不
申
、
思
ひ
思
ひ
に
諸
方
之
山
々
に
打
散
り
、
却
而
大
清
方
を
乱
奪

倒
側
、
就
夫
錦
舎
も
右
矧
羽
刻
倒
同
州
制
叫
引
刻
利
刷
、
只
今
又
於
慶
円
に
、
最
中
軍
勢
を
揃
、
軍
士
を
招
き
寄
せ
、
追
付
間
も
な
く

福
州
へ
令
発
向
、
福
州
を
攻
申
筈
に
御
座
候
。

清
軍
の
方
で
も
兵
糧
不
足
に
苦
し
ん
で
お
り
、
鄭
氏
か
ら
清
朝
に
降
っ
た
兵
士
も
、
十
分
な
兵
糧
を
支
給
さ
れ
ず
、
山
賊
と
化
し
て
清
軍
を

悩
ま
せ
て
お
り
、
鄭
経
は
軍
勢
を
立
て
直
し
、
福
州
へ
の
反
攻
を
準
備
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
「
四
番
潮
州
船
」
は
、
七
月
七
日
付
け
の
風
説
書
に
、
「
私
共
乗
り
渡
り
申
候
船
之
儀
は
、
即
ち
劉
伯
爺
仕
出
し
之
船
に
て
御
座

候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
潮
州
の
劉
進
忠
が
派
遣
し
た
商
船
で
あ
っ
た
。
こ
の
風
説
書
で
は
、
「
三
番
思
明
州
船
」
の
報
告
ど
お
り
鄭
経
は
敗

退
し
、
さ
ら
に
広
東
の
平
南
王
も
清
朝
に
降
伏
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
一
方
で
劉
進
忠
に
つ
い
て
は
、
「
髪
を
剃
り
、
右
の
通
り
降
参

候
、
内
証
は
錦
舎
に
密
々
之
往
来
諸
事
共
に
少
も
別
儀
無
御
座
候
」
と
、
や
は
り
清
朝
に
投
降
し
て
剃
髪
し
な
が
ら
も
、
陰
で
は
鄭
経
と
密

通
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

5
0
ま
た
こ
の
風
説
書
で
は
、
鄭
経
の
敗
因
に
つ
い
て
、
「
三
番
思
明
州
船
」
と
は
異
な
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。

第
一
は
錦
舎
程
之
仁
慈
深
き
頼
敷
大
将
を
、
手
下
之
諸
将
共
、
不
可
然
者
ど
も
多
御
座
候
：
：
：
此
六
部
之
諸
官
皆
々
私
欲
を
振
廻
、
錦

一
九
日
の

「
三
番
思
明

口可
u

F
h
U
 

1
E
i
 

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭
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舎
江
か
く
し
、
民
百
姓
に
私
之
課
役
を
か
け
、
銘
々
に
食
り
東
寧
へ
は
こ
び
、
思
ひ
思
ひ
に
か
く
し
置
申
様
子
共
に
而
御
座
候
を
、
錦

舎
は
努
々
存
不
申
候
、
其
事
つ
の
り
申
候
故
、
軍
民
共
に
一
同
に
変
乱
を
起
し
申
候
事
に
御
座
候
。

鄭
経
が
仁
徳
に
秀
で
た
大
将
で
あ
る
が
、
配
下
の
官
員
の
不
正
を
抑
制
で
き
ず
、
彼
ら
が
大
陸
の
人
民
か
ら
財
物
を
搾
取
し
て
台
湾
に
運
ぶ

こ
と
を
放
置
し
、
こ
の
結
果
、
軍
民
が
一
切
に
離
反
し
た
こ
と
が
、
最
大
の
敗
因
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
七
月
二
一
日
に
は
、
「
六
番
思
明
州
船
」
船
頭
の
襲
二
娘
・
黄
熊
官
が
、
さ
ら
に
鄭
経
の
大
敗
に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
を
も
た
ら

し
て
い
る
き
。
襲
二
娘
・
黄
熊
官
は
、
鄭
経
御
用
達
の
商
人
で
あ
り
、
こ
の
時
も
鄭
氏
か
ら
長
崎
奉
行
や
唐
通
事
に
宛
て
た
書
簡
を
所
持
し

て
い
た
さ
o

彼
ら
の
報
告
は
、
鄭
氏
陣
営
の
情
勢
認
識
を
あ
る
程
度
代
辞
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
清
軍
は

読
計
を
め
ぐ
ら
し
、
鄭
経
の
武
将
で
汀
州
を
守
備
し
て
い
た
劉
応
麟
・
表
徳
（
別
名
酵
進
思
）
を
離
間
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
汀
州
と
部
武

も
攻
略
し
た
。
そ
し
て
「
右
汀
州
部
武
之
二
府
変
失
之
根
元
に
よ
り
、
湾
州
泉
州
井
に
広
東
之
内
恵
州
潮
州
変
乱
も
右
之
基
に
て
御
座
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
津
州
・
泉
州
、
お
よ
び
広
東
の
潮
州
・
恵
州
も
鄭
経
か
ら
離
反
し
、
鄭
経
は
慶
門
に
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
と

い切っ。

160 

さ
ら
に
襲
二
娘
と
黄
熊
官
は
、
鄭
経
の
敗
退
の
内
部
的
要
因
に
は
、
「
手
前
よ
り
の
変
乱
」
と
「
兵
糧
に
指
詰
り
て
の
事
」
に
あ
っ
た
と

も
指
摘
し
て
い
る
。

惣
而
錦
舎
儀
、
別
而
仁
徳
慈
愛
と
も
に
深
き
大
将
に
而
、
民
百
姓
を
そ
こ
な
い
申
候
事
、
ハ
骨
田
市
不
仕
本
意
に
御
座
候
：
：
：
民
百
姓
に
理

不
尽
之
課
役
に
而
も
懸
け
候
は
ば
、
兵
卒
養
ひ
候
事
も
成
事
に
候
得
ど
も
、
ハ
官
而
左
様
之
事
を
不
仕
大
将
に
而
御
座
候
、
依
夫
兵
卒
共

へ
之
ふ
れ
な
が
し
に
も
、
何
方
へ
も
参
度
者
之
分
は
、
勝
手
次
第
に
仕
候
様
に
と
再
三
中
触
候
に
よ
り
、
兵
糧
続
、
ぎ
な
き
者
ど
も
は
、

不
残
諸
方
へ
打
散
り
申
候
。

鄭
経
は
仁
愛
の
心
が
深
く
、
過
重
な
租
税
や
賦
役
を
課
し
て
人
民
を
苦
し
め
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
大
規
模
な
軍
事
行
動
を

支
え
る
だ
け
の
軍
糧
を
確
保
で
き
ず
、
さ
ら
に
兵
士
が
戦
列
を
離
れ
る
こ
と
も
抑
制
し
な
か
っ
た
の
で
、
結
局
は
多
く
の
兵
士
が
離
散
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
の
兵
士
は
清
朝
に
帰
服
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
諸
方
之
山
々
谷
々
に
し
の
び
居
、
錦
舎
兵



糧
有
余
之
時
節
を
相
待
罷
在
候
志
に
市
御
座
候
」
と
、
山
谷
に
し
の
ん
で
、
鄭
経
が
軍
糧
を
確
保
し
て
再
起
す
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
の
だ

と
す
る
。
そ
し
て
「
大
清
方
諸
将
之
内
よ
り
錦
舎
へ
内
通
致
し
」
、
「
福
州
の
儀
は
我
等
と
呉
三
桂
之
間
に
被
挟
有
之
事
に
候
問
、
何
時
も

此
方
兵
糧
次
第
に
掌
に
入
候
事
」
と
、
清
朝
側
の
諸
将
も
鄭
経
や
呉
三
桂
に
内
通
し
て
お
り
、
兵
糧
さ
え
続
け
ば
、
鄭
経
と
呉
三
桂
で
福
州

を
挟
撃
で
き
る
と
い
う
、
希
望
的
観
測
も
伝
え
て
い
る

ま
た
七
月
一

O
日
の
二
一
番
思
明
州
船
」
風
説
書
で
は

g
、
欧
精
忠
が
ふ
た
た
び
清
朝
に
背
き
、
潮
州
の
劉
進
忠
と
と
も
に
、
鄭
経
に

帰
順
す
る
と
い
う
風
説
を
伝
え
、
さ
ら
に
「
平
南
王
も
文
々
大
明
に
成
申
よ
り
外
は
御
座
有
間
敷
候
と
、
皆
々
申
事
に
御
座
候
」
と
、
広
東

の
平
南
王
ま
で
も
、
反
清
勢
力
に
復
帰
し
、
鄭
経
は
容
易
に
樟
州
府
・
泉
州
府
を
奪
回
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
、
き
わ
め
て
鄭
氏
側
に
都
合

の
い
い
展
望
を
示
し
て
い
る
。
鄭
経
に
つ
い
て
、
「
仁
慈
を
専
と
仕
本
意
に
而
御
座
候
に
よ
り
、
人
民
之
慕
ひ
、
近
代
に
無
之
大
将
と
皆
々

申
事
御
座
候
」
と
、
仁
慈
あ
る
大
将
だ
と
述
べ
る
の
も
、
上
述
の
潮
州
船
・
慶
門
船
の
風
説
書
と
同
様
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
「
二
九
番
普
陀
山
船
」
も
、
「
鄭
経
手
下
朱
都
督
と
申
者
、
初
而
仕
出
し
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鄭
氏
勢
力
が
派
遣
し
た
商
船

で
あ
っ
た
。
二
一
月
三
日
付
け
の
そ
の
風
説
書
で
は
、
「
潮
州
府
只
今
は
錦
舎
手
に
罷
成
申
候
」
と
、
鄭
経
が
潮
州
を
ふ
た
た
び
攻
略
し
た

と
伝
え
て
い
る
が
、
事
実
で
は
な
い
。
慶
門
に
撤
収
し
た
鄭
経
は
、
劉
国
軒
の
奮
戦
に
よ
っ
て
、
一
時
は
海
澄
県
を
奪
還
し
、
泉
州
府
を
包

囲
し
た
も
の
の
き
、
結
局
は
清
軍
に
撃
退
さ
れ
、
康
阻
…
一
九
（
一
六
八

O
）
年
二
月
、
鄭
経
は
つ
い
に
慶
門
ま
で
も
放
棄
し
て
、
台
湾
に
撤

退
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
歌
精
忠
が
清
朝
に
投
降
し
て
か
ら
、
福
州
船
は
し
ば
ら
く
『
華
夷
変
態
』
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
。
本
節
で
紹
介
し
た
風
説
書
は
、

①
「
二
番
南
京
船
」
・
②
「
一
二
番
思
明
州
船
」
・
③
「
四
番
潮
州
船
」
・
④
「
六
番
思
明
州
船
」
・
⑤
「
二
番
思
明
州
船
」
・
⑥
「
二
九
番
普

陀
山
船
」
の
も
の
で
あ
り
、
①
・
③
・
⑥
は
清
朝
の
支
配
地
域
、
②
・
④
・
⑤
は
鄭
氏
の
支
配
地
域
か
ら
出
航
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

う
ち
①
南
京
船
は
、
烏
龍
江
の
戦
い
に
お
い
て
鄭
軍
が
大
勝
し
た
と
い
う
根
拠
の
な
い
風
聞
を
も
た
ら
し
、
⑥
普
陀
山
船
も
、
鄭
軍
が
潮
州

を
再
攻
略
し
た
と
い
う
事
実
と
は
異
な
る
情
報
を
伝
え
て
い
る
。
清
朝
の
支
配
地
域
に
あ
っ
て
も
、
鄭
氏
の
側
に
有
利
な
風
聞
が
流
布
し
て

い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
が
、
特
に
海
商
た
ち
の
な
か
に
は
、
も
と
も
と
鄭
氏
側
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち
、
肩
入
れ
を
す
る
者
も
多
か
っ
た
の

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭
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か
も
知
れ
な
い
。
一
方
、
鄭
経
の
本
拠
地
で
あ
る
慶
円
か
ら
渡
航
し
た
②
④
⑤
の
海
商
は
、
鄭
経
の
大
敗
を
隠
さ
ず
に
報
告
し
て
い
る
が
、

同
時
に
そ
の
敗
因
を
清
朝
の
策
謀
や
兵
糧
不
足
に
よ
る
兵
士
の
逃
散
な
ど
に
帰
し
、
ま
た
鄭
経
の
仁
政
を
強
調
す
る
こ
と
も
多
い
。
一
方
で

鄭
経
の
勢
力
下
か
ら
離
脱
し
た
潮
州
か
ら
来
航
し
た
③
の
海
商
は
、
鄭
経
自
身
が
仁
慈
あ
る
大
将
で
は
あ
る
が
、
そ
の
配
下
の
官
吏
に
よ
る

苛
数
が
横
行
し
、
民
衆
が
離
反
し
て
敗
局
を
決
定
づ
け
た
と
述
べ
、
鄭
氏
に
よ
る
領
地
恢
復
に
悲
観
的
で
あ
っ
た
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
『
靖
海
志
』
・
『
台
湾
外
記
』
な
ど
の
野
史
類
で
は
、
鄭
経
の
失
敗
を
そ
の
大
将
の
無
能
や
お
互
い
の
猪
疑
に
求
め
、

鄭
氏
勢
力
に
よ
る
過
重
な
賦
課
に
つ
い
て
も
－
記
し
て
い
る
き
o

一
方
で
清
朝
の
槍
案
や
官
制
史
書
で
は
、
皇
帝
の
「
神
機
」
や
「
威
一
帽
」
、

将
軍
の
「
調
度
有
方
」
、
兵
士
の
「
奮
勇
」
が
、
清
軍
の
勝
利
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
定
型
的
な
叙
述
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
、
本
節
で
紹

介
し
た
風
説
書
で
は
、
官
撰
史
書
や
野
史
に
記
さ
れ
た
、
官
僚
や
文
人
の
見
解
と
は
異
な
る
、
海
商
た
ち
の
も
た
ら
し
た
情
報
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
内
容
に
は
、
彼
ら
の
出
航
地
の
状
況
や
政
治
権
力
と
の
関
わ
り
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
イ
ア
ス
も
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
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お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
三
藩
の
乱
に
呼
応
し
て
大
陸
に
進
攻
し
た
、
鄭
経
の
「
西
征
」
に
つ
い
て
、
華
人
海
商
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
情
報
を
、
『
華

夷
変
態
』
に
収
録
さ
れ
た
唐
船
風
説
書
に
よ
っ
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
に
は
根
拠
の
乏
し
い
風
説
や
、
政
治
的
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ

た
情
報
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
る
が
、
一
方
で
官
撰
史
書
や
野
史
な
ど
の
、
官
僚
や
文
人
の
手
に
よ
る
漢
文
文
献
に
は
現
れ
な
い
、
各
地
の

海
商
た
ち
の
情
勢
認
識
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
唐
船
風
説
書
を
通
じ
て
、
中
国
情
勢
を
注
視
し
て
き
た
林
春
勝
は
、
当
初
は
『
華
夷
変
態
』
の
序
文
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
も
し
夷
秋
で
あ
る
清
朝
が
、
中
華
で
あ
る
明
朝
に
変
わ
れ
ば
、
外
国
の
こ
と
と
は
い
え
、
ま
た
痛
快
で
は
な
い
か
」
と
、
反
清
勢
力
の
動

向
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た

5
0
し
か
し
三
藩
側
の
劣
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
に
な
る
と
、
「
呉
三
桂
・
鄭
経
の
外
、



福
建
の
欧
氏
（
精
忠
）
、
及
び
孫
将
軍
（
延
齢
）
、
平
南
王
（
尚
可
喜
）
ら
が
各
々
割
拠
し
た
が
、
始
め
は
呉
・
鄭
と
呼
応
し
た
も
の
の
、

ふ
た
た
び
清
朝
に
投
降
し
た
と
い
う
。
呉
・
鄭
は
蜂
蟻
の
類
に
す
ぎ
ず
、
算
え
る
に
足
り
な
か
っ
た
」
と
述
べ
吉
、
反
清
勢
力
に
冷
淡
な
評

価
を
下
し
て
い
る
。

本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
三
藩
の
乱
に
際
し
て
、
反
清
勢
力
の
支
配
下
か
ら
来
航
し
た
商
船
だ
け
で
は
な
く
、
清
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た

江
漸
方
面
か
ら
来
航
し
た
海
商
も
、
実
態
よ
り
も
反
清
勢
力
に
有
利
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
方
で
鄭
経
と
歌
精
忠
の
内
証
や
、

鄭
経
の
広
東
進
軍
に
関
し
て
は
、
鄭
経
・
歌
精
忠
・
尚
可
喜
と
つ
な
が
り
の
あ
る
海
商
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
陣
営
の
正
当
性
や
優
位
性
を
示

す
情
報
を
伝
え
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
鄭
経
が
清
軍
に
大
敗
し
、
福
建
の
支
配
地
を
喪
失
し
た
際
に
も
、
台
湾
や
慶
円
か
ら
来
航
し

た
海
商
た
ち
は
、
鄭
経
の
仁
政
や
正
当
性
を
喧
伝
し
、
今
後
の
戦
況
に
つ
い
て
も
希
望
的
観
測
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
た
情
報
が
、
こ
と
さ
ら
に
海
商
た
ち
の
背
景
に
あ
る
政
治
勢
力
に
有
利
な
情
勢
を
伝
え
よ
う
と
し
た
も

の
な
の
か
、
実
際
に
彼
ら
の
出
航
地
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
風
説
が
一
般
的
に
流
布
し
て
い
た
の
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
三
藩
の
乱

の
時
期
に
は
、
清
朝
も
反
乱
側
も
、
自
陣
営
の
優
勢
を
誇
示
す
る
情
報
を
、
意
図
的
に
敵
地
ま
で
流
布
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り

g
、
唐
船
風

説
書
に
記
さ
れ
た
情
勢
分
析
も
、
こ
の
よ
う
な
情
報
戦
の
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
は
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
唐
船
風
説
書
に
残
さ
れ
た
海
外
記
事
は
、
漢
文
史
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
独
自
の
情
報
源
と
し
て
活
用
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
唐
船
の
出
航
地
や
政
治
権
力
と
の
関
係
に
応
じ
た
情
報
の
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
論
じ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
華
人
海
商
た
ち
が
長
崎
に
も
た
ら
し
た
海
外
情
報
は
、
他
の
史
料
に
は
現
れ
な
い
事
実
関
係
を
伝
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
海
商
た
ち
が
い
か
な
る
情
報
を
、
い
か
な
る
ル

l
ト
で
収
集
し
、
伝
達
し
て
い
た
か
と
い
う
状
況
を
示
す
意
味
で
も
、

興
味
深
い
研
究
対
象
と
い
え
よ
う
。
特
に
鄭
氏
勢
力
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
鄭
経
の
「
西
征
」
の
挫
折
後
も
、
そ
の
子
の
鄭
克
壌
が
康
照

二
二
（
一
六
八
三
）
年
に
清
朝
に
降
伏
す
る
ま
で
、
多
く
の
情
報
が
唐
船
風
説
書
に
記
さ
れ
て
お
り
8
、
そ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
も
稿
を

改
め
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭
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東
洋
史
論
集
四

註
2 

稲
葉
岩
吉
『
清
朝
全
史
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
一
四
年
）
四
五
六

1
四
七
二
頁
。
細
谷
良
夫
「
三
藩
の
乱
の
再
検
討
｜
尚
可
喜
一
族
の
動
向

を
中
心
に
」
（
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
一
輯
、
一
九
八
四
年
）
、
同
「
三
藩
の
乱
を
め
ぐ
っ
て
｜
呉
三
桂
の
反
乱
と
楊
起
隆
・
朱
三
太
子
事
件

｜
」
（
歴
史
学
研
究
会
編
『
戦
争
と
平
和
の
中
近
世
史
』
青
木
書
店
、
二

O
O
一
年
）
。
劉
鳳
雲
『
清
代
三
藩
研
究
』
（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九

九
四
年
）
。
神
田
信
夫
「
平
西
王
呉
三
桂
の
研
究
」
、
「
清
初
三
藩
の
富
強
の
一
側
面
」
（
『
清
朝
史
論
考
』
山
川
出
版
社
、
二

O
O
五
年
、
初
出
一
九
五

二
年
、
一
九
五
五
年
）
。
牒
紹
簸
『
三
藩
史
略
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二

O
O八
年
）
。

川
口
長
蒲
『
台
湾
鄭
氏
紀
事
』
巻
之
下
（
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
序
、
台
湾
銀
行
経
済
研
究
室
編
印
、
一
九
五
八
年
）
。

宮
崎
来
城
『
鄭
成
功
』
（
大
学
館
、
一
九

O
一
二
年
）
二
二

0
1
二
三
六
頁
。

稲
垣
孫
兵
衛
『
鄭
成
功
』
（
台
湾
経
世
新
報
社
、
一
九
二
九
年
）
四
六
三

1
五
四
八
頁
。

石
原
道
博
『
日
本
乞
師
の
研
究
』
（
富
山
房
、
一
九
四
五
年
）
七
六

i
一
一
一
一
頁
。
林
田
芳
雄
『
鄭
氏
台
湾
史
i
鄭
成
功
三
代
の
興
亡
実
紀
』
（
汲
古

書
院
、
二

O
O三
年
）
八
三

1
九
O
頁。

楊
雲
葎
「
鄭
経
進
征
大
陸
的
始
末
」
（
『
楊
雲
葎
全
集
』
玉
、
国
立
台
湾
文
学
館
、
二

O
二
年
、
初
出
一
九
六
一
年
）
。
張
爽
『
鄭
経
鄭
克
壊
紀
事
』

（
台
湾
研
究
叢
刊
第
八
十
六
種
、
台
湾
銀
行
、
一
九
六
六
年
）
。
黄
玉
鷲
『
明
延
平
玉
三
世
』
（
海
峡
学
術
出
版
社
、
二

O
O四
年
）
四
五

1
一
四
一
頁
。

葉
高
樹
「
三
藩
之
乱
期
間
鄭
経
在
東
南
沿
海
的
軍
事
活
動
」
（
『
国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
報
』
第
二
七
期
、
一
九
九
九
年
）
。

李
鴻
彬
「
鄭
経
与
三
藩
之
乱
」
（
『
台
湾
研
究
集
刊
』
一
九
八
四
年
第
四
期
）
。
張
仁
忠
『
六
十
年
風
雲
一
鄭
氏
四
世
与
台
湾
』
（
九
州
出
版
社
、
二

O

O
O年
）
一
七
一

1
一
九
四
頁
。

鄭
氏
勢
力
・
靖
南
王
・
平
南
王
の
対
外
貿
易
に
つ
い
て
、
浦
廉
一
（
李
孝
本
訳
）
「
延
平
王
戸
官
鄭
泰
長
崎
存
銀
之
研
究
」
（
『
台
湾
風
物
』
一
一
巻
三
号
、

一
九
六
一
年
）
、
朱
徳
蘭
「
清
初
遷
界
令
時
中
国
船
海
上
貿
易
之
研
究
」
（
『
中
国
海
洋
発
展
史
論
文
集
』
二
、
中
央
研
究
院
三
民
主
義
研
究
所
、
一
九

八
六
年
）
、
属
新
平
「
『
華
夷
変
態
』
か
ら
見
た
清
初
の
海
禁
と
長
崎
貿
易
」
（
『
大
阪
経
大
論
集
』
五
五
巻
一
号
、
二

O
O
四
年
）
、
同
「
清
初
海
禁
期

3 4 5 6 7 8 
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10 9 

に
お
け
る
広
東
地
域
の
長
崎
貿
易
」
（
『
東
洋
学
報
』
九
一
巻
四
号
、
二

O
一
O
年
）
、
鄭
維
中
（
郭
陽
訳
）
「
清
朝
の
台
湾
征
服
と
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド

会
社
」
（
中
島
楽
章
編
『
南
蛮
・
紅
毛
・
唐
人
二
六
・
一
七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
海
域
』
思
文
閣
出
版
、
二

O
二
二
年
）
な
ど
、
参
照
。
鄭
氏
勢
力
と
イ
ギ

リ
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
一
七
世
紀
台
湾
英
国
貿
易
史
料
』
（
台
湾
銀
行
経
済
研
究
室
編
、
一
九
五
九
年
）
が
あ
る
。

李
中
勇
「
康
照
統
一
台
湾
期
間
清
廷
同
荷
蘭
的
軍
事
接
触
」
（
『
歴
史
棺
案
』
二

O
O
五
年
三
期
）
。

浦
廉
一
「
台
湾
鄭
氏
（
特
に
鄭
経
）
と
朝
鮮
と
の
関
係
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
号
、
一
九
五
三
年
）
、
神
田
信
夫
「
三
藩
の
乱
と
朝
鮮
」
（
『
清

朝
史
論
考
』
、
初
出
一
九
五
一
年
）
、
葛
兆
光
「
乱
臣
、
英
雄
抑
或
叛
賊
？
従
清
初
朝
鮮
対
呉
三
桂
的
各
種
評
価
説
起
」
（
『
中
国
文
化
研
究
』
春
之
巻
、

二
O
一
二
年
）
、
参
照
。

12 11 

東
洋
文
庫
榎
一
雄
編
『
華
夷
変
態
』
（
東
方
書
店
、
一
九
八
一
年
）
。

林
春
勝
「
呉
鄭
論
」
（
日
野
龍
夫
解
題
『
鷲
峯
林
学
士
文
集
』
上
、
第
四
八
巻
、
。
へ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
）
玉
一

O
頁
、
「
爾
来
商
船
至
長
崎
、

伝
説
錦
舎
事
多
々
、
三
桂
事
偶
聞
之
、
粗
市
不
精
。
乃
知
錦
舎
所
在
者
去
長
崎
不
甚
遠
、
故
商
買
亦
有
所
聞
見
、
三
桂
所
居
者
西
南
海
陸
遥
隔
、
故
絶

其
親
故
平
」
。

前
掲
川
口
長
講
『
台
湾
鄭
氏
紀
事
』
五
九

1
六
O
頁
、
宮
崎
来
城
『
鄭
成
功
』
二
二
一

1
二
二
三
頁
、
稲
葉
岩
吉
『
清
朝
全
史
』
四
六
一

1
四
六
二

頁
、
張
爽
『
鄭
経
鄭
克
挟
紀
事
』
七
六
頁
、
張
仁
忠
『
六
十
年
風
雲
一
鄭
氏
四
世
与
台
湾
』
一
七
三
頁
、
朱
希
祖
「
呉
三
桂
周
王
紀
年
釈
疑
」
（
『
中
央

研
究
院
歴
史
語
言
所
集
刊
』
第
二
本
四
分
、
一
九
三
二
年
）
三
九
三

i
三
九
五
頁
、
孫
文
『
唐
船
風
説
一
文
献
与
歴
史
『
華
夷
変
態
』
初
探
』
（
商

務
印
書
館
、
二

O
一
一
年
）
一
九
六

1
一
九
八
頁
な
ど
。

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
五
三
頁
。

-165-

13 （日）
（日）
（凶）

（
口
）

（
問
）

浦
廉
一

林
春
勝
「
華
夷
変
態
序
」
（
『
華
夷
変
態
』
）

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
八
五
頁
。

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
八
一
頁
、
「
海
辺
国
姓
鄭
率
日
本
琉
球
安
南
交
駈
女
直
朝
鮮
諸
国
伏
兵
数
百
万
、
選
将
数
千
員
、
焦
思
日
久
、
共
動
大
挙
」
。
真

「
華
夷
変
態
解
題
唐
船
風
説
書
の
研
究
｜
」
（
『
華
夷
変
態
』
上
）
二
八
頁
。

一頁。

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭



東
洋
史
論
集
四
二

19 

栄
平
房
昭
「
近
世
琉
球
の
対
中
国
外
交
｜
明
清
動
乱
期
を
中
心
に
」
（
『
地
方
史
研
究
』
三
五
巻
五
号
、
一
九
八
五
年
）
四
九
頁
を
参
照
。

小
宮
木
代
良
「
「
明
末
清
初
日
本
乞
師
」
に
対
す
る
家
光
政
権
の
対
応
｜
正
保
三
年
一
月
十
二
日
付
板
倉
重
宗
書
状
の
検
討
を
中
心
と
し
て
」
（
『
九
州

史
学
』
九
七
号
、

21 20 

一
九
九

O
年）。

『
華
夷
変
態
』
巻
一
、
四
六

1
四
七
頁
、
巻
五
（
第
二
種
）
、
二
一
九
頁
。

以
下
の
叙
述
は
、
主
に
夏
琳
『
聞
海
紀
要
』
（
台
湾
銀
行
経
済
研
究
室
編
印
、
一
九
五
八
年
）
、
彰
孫
胎
・
李
延
呈
『
靖
海
志
』
（
台
湾
銀
行
経
済
研
究

室
編
印
、
一
九
五
九
年
）
、
江
日
昇
『
台
湾
外
記
』
（
台
湾
銀
行
経
済
研
究
室
編
印
、
一
九
六

O
年
）
、
「
清
三
藩
史
料
」
（
『
文
献
叢
編
』
台
湾
国
風
出
版

社
、
一
九
六
四
年
）
、
『
康
照
統
一
台
湾
棺
案
史
料
選
輯
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
。
ま
た
張
英
前
掲
『
鄭

経
鄭
克
壊
紀
事
』
、
林
田
前
掲
『
鄭
氏
台
湾
史
』
、
葉
高
樹
前
掲
「
三
藩
之
乱
期
間
鄭
経
在
東
南
沿
海
的
軍
事
活
動
」
な
ど
も
参
照
。

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
六

0
1六
一
頁
。

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
七
一

1
七
二
頁
。

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
七
二
頁
。

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
七
五
一
七
六
頁
。

王
走
虎
は
王
老
虎
の
誤
字
、
元
津
州
副
将
、
後
に
歌
精
忠
に
都
尉
に
抜
擢
さ
れ
た
王
進
の
縛
名
。
『
闘
海
紀
要
』
巻
之
下
、
四
四
頁
。

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
九
七
頁
。

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
九
七
頁
。

『
台
湾
外
記
』
巻
六
、
二
六
七
頁
。

『
靖
海
志
』
巻
四
、
七
五

1
七
六
頁
。

鄭
経
「
皇
明
石
井
鄭
氏
祖
墳
志
銘
」
（
何
丙
仲
『
度
門
石
刻
撤
珍
』
慶
門
大
学
出
版
社
、
二

O
一
一
年
）
一
二
八
頁
、
「
［
黄
梧
］
遂
忍
人
所
不
可
忍
、

侶
発
掘
墳
以
結
虜
歓
：
：
：
窃
以
挙
大
事
者
当
収
拾
人
心
、
龍
絡
英
傑
、
若
光
復
伊
始
而
膝
報
和
雄
、
恐
非
所
以
激
励
天
下
士
也
、
故
於
逆
臣
之
子
芳
度

姑
置
度
外
」
。
『
台
湾
外
記
』
巻
六
、
二
七
六
頁
。
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（幻）
（お）
（包）
（お）
（お）
（幻）
（お）

（

mm）
 

（叩）
（
出
）



（
詑
）

（
お
）

（
比
）

『
華
夷
変
態
』
巻
二
、
九
七

1
九
八
頁
。

『
華
夷
変
態
』
巻
三
、
一

O
五
頁
。

風
説
書
で
は
、
双
方
が
「
縁
を
結
び
」
と
書
い
て
あ
り
、
恰
も
姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
よ
う
な
記
述
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
唐
通
事
の
誤
解
だ
ろ
う
。
漢

文
史
料
に
よ
れ
ば
、
歌
精
忠
が
鄭
経
に
正
月
の
祝
賀
を
行
っ
た
う
え
で
講
和
を
結
ん
だ
と
い
う
。
『
間
海
紀
要
』
巻
之
下
、
四
六
頁
な
ど
を
参
照
。

『
閏
海
紀
要
』
巻
之
下
、
四
四
頁
。
『
靖
海
志
』
巻
四
、
七
六
頁
。
『
台
湾
外
記
』
巻
六
、
二
八
三
頁
。

「
総
督
江
南
江
西
地
方
等
処
文
武
事
務
阿
席
照
杏
康
照
二
二
年
五
月
二
七
日
」
（
『
清
三
藩
史
料
』
）
四

1
五
頁
。
『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
六
、
五
月

丁
亥
条
。

36 35 （
幻
）
（犯）

（
拘
）
（伺）
（引）

（
位
）
（伺）
（仏）

（
叩
）

吋
台
湾
外
記
』
巻
六
、
二
七
八
頁
。
『
靖
海
志
』
巻
四
、
七
六
頁
。

『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
二

O
、
康
照
二
二
年
一
二
月
突
酉
条
。

『
台
湾
外
記
』
巻
七
、
二
九
一
頁
。
張
爽
前
掲
『
鄭
経
鄭
克
壊
紀
事
』
八
九
頁
。

こ
こ
で
は
「
安
定
候
」
と
す
る
が
、
『
靖
海
志
』
七
八
頁
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
「
懐
安
候
」
で
あ
る
。

『
華
夷
変
態
』
巻
三
、
一
二
九
頁
。
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こ
こ
で
は
平
南
王
の
「
聾
」
と
す
る
が
、
張
爽
前
掲
『
鄭
経
鄭
克
壊
紀
事
』
八
九
頁
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
「
外
孫
」
で
あ
る
。

「
平
南
王
尚
可
喜
奏
」
（
『
清
三
藩
史
料
』
）
一
一
工
ハ
頁
、
「
歌
継
茂
女
嫁
為
臣
之
子
婦
、
臣
男
尚
之
孝
所
生
孫
女
又
嫁
歌
精
忠
子
婦
」
。

『
華
夷
変
態
』
巻
三
、
二
一
九

1
一
三

O
頁。

「
議
政
王
等
議
海
澄
公
黄
芳
度
疏
之
題
本
康
照
一
四
年
七
月
二
四
日
」
、
「
議
政
王
等
議
海
澄
公
黄
芳
度
疏
之
題
本
康
照
一
四
年
八
月
二
二
日
」
（
『
清

三
藩
史
料
』
）
四
三
七
、
四
五
七
頁
。
『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
二
二
、
康
照
一
五
年
三
月
突
末
条
。
『
台
湾
外
記
』
巻
七
、
二
九
四

1
二
九
八
頁
。

一
三
四
頁
。

（伺）
（訂）
（伺）

『
華
夷
変
態
』
巻
三
、

『
華
夷
変
態
』
巻
四
、

こ
こ
で
い
う
「
女
王
」
は
孔
四
貞
の
こ
と
。
四
貞
は
定
南
王
孔
有
徳
の
娘
で
、
有
徳
の
死
後
、
夫
の
孫
延
齢
が
清
朝
に
広
西
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
が
、

一
四
四
頁
。

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
征
」
（
郭



東
洋
史
論
集
四
二

（的）
（印）
（日）
（位）
（臼）
（日）
（日）
（回）
（町）
（回）
（印）
（印）
（臼）
（臼）
（臼）

（
川
町
）

（印）

（

侃

）

（訂）

呉
三
桂
に
降
伏
し
た
。
『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
一
、
康
照
一
二
年
一
二
月
丁
巳
条
。

『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
二
一
、
康
照
一
五
年
二
月
戊
午
条
、
庚
午
条
。

『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
一
七
、
康
照
一
四
年
七
月
壬
子
条
。

『
清
聖
祖
実
録
』
巻
六

O
、
『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
二
一
二
、
康
照
一
五
年
四
月
辛
酉
条
。

『
華
夷
変
態
』
巻
四
、
一
五

0
1
一
五
一
頁
。

『
台
湾
外
記
』
巻
七
、
一
二

O
四
頁
。
『
靖
海
志
』
巻
四
、
八

O
頁。

『
間
海
紀
要
』
巻
下
、
康
照
一
五
年
二
月
。

『
華
夷
変
態
』
巻
四
、
一
五
二
貝
。

『
華
夷
変
態
』
巻
四
、

玉

頁

『
華
夷
変
態
』
巻
四
、

一
六
五
頁
。

一
五
八
頁
。

『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
二
七
、
康
照
一
五
年
一

『
華
夷
変
態
』
巻
玉
、
一
七
四
頁
。

『
台
湾
外
記
』
巻
七
、
一
二

O
八
i
一
二
一
一
頁
。
『
靖
海
志
』
巻
四
、
八
一
頁
。

『
靖
海
志
』
巻
四
、
八
一
頁
。

『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
二
七
、
康
照
一
五
年
一
一
月
丙
成
条
。
『
靖
海
志
』
巻
四
、
康
照
一
五
年
一

O
月
、
八
一
頁
。

『
華
夷
変
態
』
巻
玉
、
一
七
六
頁
。

「
傑
淑
等
題
為
恢
復
郁
武
等
処
地
方
事
本
」
（
『
康
照
統
一
台
湾
檎
案
史
料
選
輯
』
）

『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
二
八
、
康
照
二
ハ
年
正
月
甲
辰
条
。

『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
二
八
、
康
照
二
ハ
年
二
月
丁
卯
条
。
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『
華
夷
変
態
』
巻
四
、

一
月
乙
商
条
。

一二

O
頁。



（
侃
）

（
印
）

（
叩
）
（
口
）
『
華
夷
変
態
』
巻
玉
、

（
η
）
以
下
、
『
華
夷
変
態
』
巻
玉
、
一
八
六

1
一
八
八
頁
に
よ
る
。

（
刀
）
『
華
夷
変
態
』
巻
玉
、
一
九

O
頁
。
浦
廉
一
「
延
平
王
戸
官
鄭
泰
長
崎
存
銀
之
研
究
」
を
参
照
。

（
引
け
）
以
下
、
『
華
夷
変
態
』
巻
玉
、
一
九
一

1
一
九
四
頁
に
よ
る
。

（
市
）
『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
三
九
、
康
照
一
七
年
七
月
己
亥
条
、
戊
午
条
。

（
苅
）
『
台
湾
外
記
』
巻
八
、
三
四
五
頁
。

（
竹
）
林
春
勝
「
華
夷
変
態
序
」
（
『
華
夷
変
態
』
）
一
頁
、
「
若
夫
有
為
夷
変
於
華
之
態
、
則
縦
異
方
域
、
不
亦
快
乎
。
」

（
市
）
林
春
勝
「
呉
鄭
論
」
五
一

O
頁
、
「
又
聞
呉
鄭
之
外
、
如
福
建
軟
氏
、
及
孫
将
軍
、
平
南
王
、
各
割
拠
一
方
、
然
始
輿
呉
鄭
相
応
、
又
降
韓
冠
、
呉
鄭

則
蜂
蟻
之
類
、
不
足
算
也
。
」

（
乃
）
典
型
的
な
史
料
と
し
て
、
「
安
遠
靖
走
大
将
軍
尚
善
諭
稿
」
（
『
清
三
藩
史
料
』
）
玉

O
一
頁
、
「
［
呉
三
桂
］
乃
専
務
前
詐
、
往
々
以
敗
為
勝
、
轟
惑
人

『
平
定
三
逆
方
略
』
巻
二
九
、
康
照
一
六
年
三
月
戊
寅
条
。

「
郎
廷
相
題
為
収
復
津
州
都
県
情
形
事
本
」
（
『
康
照
統
一
台
湾
棺
案
史
料
選
輯
』
）

『
華
夷
変
態
』
巻
玉
、
一
七
八
頁
。

一
二
三
百
（
。

一
八
四

1
一
八
五
頁
。
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心
」
な
ど
を
参
照
。

（
加
）
拙
稿
「
日
本
長
崎
唐
通
事
眼
中
的
康
照
復
台
｜
以
『
華
夷
変
態
』
為
中
心
」
（
張
海
鵬
・
李
細
珠
編
『
台
湾
歴
史
研
究
』
第
一
輯
、
社
会
科
学
文
献
出

版
社
、
二

O
二
二
年
）
を
参
照
。

唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭
経
の
「
西
柾
」
（
郭



東
洋
史
論
集
四
二

参

考

資

料

｛
表
】
三
藩
の
乱
と
鄭
経
の

「
西
征
」

の関連年表

九康 七八康 七七康
照 四・照 コ ． 匝巴

延ー 延ー ）延ー

宝四 年宝三 年宝二
年代フ巳戸、

永 永 永
一暦 一暦 一暦
r:, 一－－一- 一／」＼ 一ー一 一ノ」、 一ー一

五正 二一 O 九七六 四三一

月月 月月月月月月 月月月 月

鄭軍が 襲・：~ 
鄭軍が 津浦守将が 鄭軍が 駄精忠 潮州進劉 泉州守将 忠 鄭経慶が門 歌精忠 広

呉

潮州 軟が
潮州 歌軍破をり、 泉州攻撃がを ・ 投降に が 西将軍孫

桂カ5

で講和

援へ増高 伏鄭経降に 鄭経返忠寝がに 樟州芳度黄が 海兵澄に出、 福反州乱で、 延齢桂呉三が

吾南旨

平南王 儀拠平を占

で
兵且寸ム一

軍撃退を し
王 化興ま る伏鄭経降 ． 福建全 に 戦

軍開と 撃で追 官ミ同チ省圧制を 伏帰
役

fこ の

続順公沈瑞が

過経

険西 将が

提替王 鄭経

鄭伏経降 輔が臣 伏降。

反乱 潮州剖筆忠が

耽精

七三 一 七六五

月二 月晦 0月 一月月一 月

唐船風説書

0 日 一五四
日 七 日日

日
}¥ 

七一 一．

船番居州明、 福番州船

二 一九二 の

番福州船 番広東船 番東寧船 番福州船
聴取

日
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唐船風説書に見る鄭経の

七二康 七一康 七 O 康 七
八・照 七・阻 ム／＼ ・ 持町~ 玉

）年延宝七一
）延ー

）年延宝五一
、、＿.／

年宝六 年
一／」＼／「 五（ 四（
永 永 永
一暦 一暦 一暦
－ノ－＇－，」 二一一二一・ ー／よ＼」 二一一二一ー 一ノ」＼一一・ 二一一二一・

八七六三 六五三二正 0 六五二 。六
月月月月 月月月月月 月月 月月月月 月月

呉二 州劉事泉国が「鄭経配 呉＝ 
鄭経が恵州を 信清之が朝尚 潮州劉進忠が 清泉州が軍・ 化清軍興がを
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